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第４回軽米町議会定例会平成２６年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会 

 

平成２７年 ９月１５日（火） 

午前１０時００分  開 議  

 

議 事 日 程 

 議案第 ８号 平成２６年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定について 
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〇出席委員（１２名） 

   １番 中 里 宜 博 君       ２番 中 村 正 志 君 

   ３番 田 村 せ つ 君       ４番 川原木 芳 蔵 君 

   ５番 上 山 勝 志 君       ６番 舘 坂 久 人 君 

   ７番 茶 屋   隆 君       ８番 大 村   税 君 

   ９番 松 浦 満 雄 君      １１番 細谷地 多 門 君 

  １２番 古 舘 機智男 君      １３番 山 本 幸 男 君 

 

〇欠席委員（１名） 

  １０番 本 田 秀 一 君 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

      町           長      山 本 賢 一 君 

      副     町     長      藤 川 敏 彦 君 

      教     育     長      菅 波 俊 美 君 

      総   務   課   長      日 山   充 君 

      税 務 会 計 課 長      山 田   元 君 

      町 民 生 活 課 長      中 野 武 美 君 

      健 康 福 祉 課 長      川原木 純 二 君 

      産 業 振 興 課 長      高 田 和 己 君 

      地 域 整 備 課 長      新井田 一 徳 君 

      教   育   次   長      佐々木   久 君 

      監   査   委   員      瀧 澤 英 敬 君 

      農 業 委 員 会 事 務 局 長      高 田 和 己 君 

      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      日 山   充 君 

      健康ふれあいセンター所長      川原木 純 二 君 

      水 道 事 業 所 長      新井田 一 徳 君 

      総 務 課 担 当 主 幹      平   俊 彦 君 

      税 務 会 計 課 担 当 主 幹      於 本 一 則 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

      議 会 事 務 局 長      佐 藤 暢 芳 君 

      議 会 事 務 局 主 査      鶴 飼 義 信 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣告 

〇委員長（細谷地多門君） きのうに引き続き、休会前に引き続き本日の特別委員会を再

開したいと思います。よろしくお願いいたします。 

    携帯電話、電源切るかマナーモードによろしくお願いしたいと思います。 

    本日の出席委員は１１名です。したがって、会議は成立しております。 

    それから、連絡ですが、大村委員は午前中欠席という届け出がされております。

それから、本田委員は欠席ということでございます。よろしくお願いします。 

    それでは、再開します。 

             〔「議長はオブザーバーだけれども」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 議長はオブザーバーですが、欠席…… 

（午前１０時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第８号の審査 

〇委員長（細谷地多門君） それでは、再開します。 

〇７番（茶屋 隆君） 冒頭に、できれば、あと３日間しかありませんので、きょう商工

あたりまで行くような目標でやるということで進めてもらえれば。 

〇委員長（細谷地多門君） どの辺まで。 

〇７番（茶屋 隆君） 商工費のあたりまで、決算を。 

〇委員長（細谷地多門君） きょう終わらせるかなと思っていて…… 

〇７番（茶屋 隆君） いやいや、それは無理だと思うから。 

〇委員長（細谷地多門君） わかりました。一応意見ということで承っておきます。 

    それから、きのうの質疑の中での答弁とか、冒頭ちょっと皆さんにお話あります

ので、よろしくお願いします。 

    山本町長。 

〇町長（山本賢一君） おはようございます。冒頭でございますけれども、昨日閉会後、

徴収ミスが発覚いたしまして、それに関しましては次長のほうからお話しいたしま

すが、徴収不足と申しますか、そういったものが発生いたしまして、それにつきま

しては平成２７年度に徴収しながら、整理したいと思います。昨日を経まして、大

変皆さん方にはご迷惑をおかけいたしまして、二度とこういうことのないように対

応を進めたいと思っております。よろしくお願い申し上げたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） では、教育次長のほうからお願いします。 

〇教育次長（佐々木 久君） よろしくお願いします。昨日、中村委員の質問の中学校の

ナイター施設についてでございます。昨年度の事務処理に誤りがありましたので、

ご報告しておわび申し上げたいと思います。 
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    決算書の２２ページをお開きいただきたいと思います。２２ページの教育使用料、

中学校使用料、ナイター施設使用料の４，５０９円についてでございます。正しく

は４，２００円の使用料でございました。差額の３０９円でございますが、公民館

の使用料を誤って、科目を間違って中学校のナイター使用料に入金したということ

でございます。公民館につきましては、夜間に２回使用したということで、１回１

５０円を２回ということで３００円、それに夜間使用料ということで１．３倍を掛

けます。正確には３９０円の使用料でございました。調定するとき、金額の入力と

科目の入力を誤ったということになります。大変申しわけございませんでした。 

    今後につきましては、現実にお金はもう入って出納閉鎖になっておりますので、

決算書はこのままでお願いしたいと思っております。また、公民館使用料に係る不

足の８１円につきましては、利用していただいた方にご説明しておわび申し上げな

がら、今年度納付していただきたいと考えております。 

    以上でございます。大変申しわけありませんでした。 

〇委員長（細谷地多門君） 別に、皆さんないですね、このことについて。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ご苦労さまでした。 

〇教育次長（佐々木 久君） ありがとうございました。 

〇委員長（細谷地多門君） あと、数字だったっけ、何かあったよね、きのう。未納とか、

何かありましたよね。使用料だったか。 

             〔「地域整備課」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 地域整備課長。 

〇地域整備課長（新井田一徳君） おはようございます。それでは、きのう山本委員より

ご質問のございました決算書、歳入２２ページの町営住宅使用料ということで、４

９５万３，４００円、これにつきましての人数、それと年度についてご質問がござ

いましたので、皆様のお手元に配付してございます税金及び使用料等未納額調書（平

成２６年度）という資料がございますので、それをごらんになっていただきたいと

思います。 

    これを見ていただきますと、まず年度、調定額、収入済額、そして収入未済額、

件数、人数、こういうふうに書いてございます。一番下のトータルのところを見て

いただきたいのですが、決算書にございます４９５万３，４００円、これが収入未

済額の一番下の計の４９５万３，４００円に一致いたします。これにつきましては、

件数、人数とございますが、この表は年度ごとの滞納額と滞納者の人数、それぞれ

をあらわしたものでございます。件数と申しますのは、これは月数でございます。

平成２６年度１８万５，２００円、そして件数が１３とありますが、これは１３月

分ということで、８月分、５月分の住宅料といった場合の月数、１３月の住宅料と
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いうことでございます。あと、人数ということにつきましては、これは２名の方の

滞納者というふうに捉えていただければよろしいかと思います。 

    以上で説明終わります。 

〇委員長（細谷地多門君） 何かございますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） なければ…… 

             〔「たばこの何だか」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） たばこ税の推移、山田課長。 

〇税務会計課長（山田 元君） たばこ税の５年分の調定額、収入済額を記載してござい

ます。昨日山本委員からご説明の申し出があったものでございます。大きいところ

が平成２５年度と平成２３年度が前年比較してそれぞれ５００万円と７８０万円と

大きな額でございます。これについてまずご説明申し上げます。平成２２年１０月

１日にたばこ税が引き上げられたものでございます。１，０００本当たりで申し上

げますと、市町村のたばこ税が３，２９８円が４，６１８円になったものでござい

ます。引当額にして１，３２０円でございます。全体のたばこ税で申し上げますと、

８，７４４円が１万２，２４０円、これは国税のたばこ特別税、それから県のたば

こ税、市町村のたばこ税を合算した金額でございます。そのときに全体で１，００

０本当たり引き上げ額が３，５００円というふうになってございます。この金額が

大きくなってございます。ちなみに、平成２２年１０月１日に引き上げられたもの

ですから、平成２２年度も若干前年度に比較して多くなったものと思われます。 

    それから、平成２５年４月１日にたばこ税の税率が変わりました。これにつきま

しては、全体の国税、地方税を合わせたたばこ税は変わりませんが、都道府県のた

ばこ税が少なくなって、市町村のたばこ税のほうが引き上げられたと、全体では変

わりません。ちなみに、市町村のたばこ税が４，６１８円が５，２６２円になって、

市町村のほうが６４０円プラスと、県のたばこ税が６４０円減になったというふう

になっております。その部分の金額が大きくなったものだなというふうに考えてご

ざいます。あとは、年度間によって多少増減はございますが、その部分を加味しま

しても、たばこ税の引き上げが多くなったというふうに思ってございます。 

    それから、たばこの本数は昨日山本委員のご指摘のとおり、本数的には全体とし

て若干減っている傾向にあるというふうに思ってございます。 

    以上で説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（細谷地多門君） 説明が終わりました。よろしいですか。 

    それでは、きのうまで歳入終わっていただきましたので、本日は歳出から始めた

いと思います。 

    進め方についてお諮りしますが、款ごとに順番に進めていきたいと思います。ま
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た、主要施策の説明もあわせながら進めていきますが、よろしいでしょうか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 主要施策については、款ごとにこれを一緒に並行して進めた

ほうがいいか、最初全部説明いただいたほうがいいですか。 

             〔「その都度」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） その都度でいいですか。わかりました。その都度、担当課か

ら説明をいただきます。 

    １款議会費。これは先般全協で説明いただいていますので、何かあれば。ないで

すか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） なければ…… 

〇２番（中村正志君） 議会費は審議する必要はないと思います。我々のことだから。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員の意見はそうだけれども、そうでない人もいるかも

しれないから今聞いている。 

〇２番（中村正志君） 終わったことです。 

〇委員長（細谷地多門君） なければ、２款総務費、１項総務管理費。ページ数は５３と

いうのだか５５というのだか、どこだか、決算書の。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） ５８ページでいいですか。総務管理費、一般管理費。 

             〔「説明しないの」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 申しわけありません。 

    では、説明、課長のほうからいただいて進めたいと。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 総務費について説明させていただきたいと思います。 

    決算書につきましては、総務費は５３、５４ページから以降になりますけれども、

細かい内容をご説明していれば時間もかかりますので、お配りしております主要施

策の説明書をもとに事業の説明をしてまいりたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

    それで、またまた訂正で大変申しわけないのですが、３ページをお開きいただき

たいのですけれども、中段より少し下の④の情報連絡無線のところのページ数が決

算書の５６ページから５８ページになっておりますが、６０ページの誤りでござい

ますので、訂正をお願いしたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） ５６ページから６０ページへ訂正だね。 

〇総務課長（日山 充君） ５６ページから５８ページというのが６０ページの誤り、６

０ページだけでございます。 
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    それでは、主要施策の資料に基づいてご説明申し上げたいと思います。１番の広

聴広報活動でございます。広報お知らせ版、それから広報かるまいの発行に係る経

費ということで、事業費といたしましては広報かるまいの印刷製本費のみでござい

ますが、その分を載せさせていただいております。実はお知らせ版等は共用物品と

して購入している西洋紙等を使っているので、その部分を特定することがちょっと

難しいので、広報の印刷製本費を上げてございます。決算書は６０ページの文書広

報費の印刷製本費が、全部これが広報の印刷分でございます。 

    続きまして、軽米町情報通信基盤設備運営事業、いわゆる光ファイバーによる情

報伝達の部分でございます。こちらにつきましては、５６ページから５８ページ…

…済みません、こちらも６０ページから６２ページになります。申しわけございま

せん。ページが６０ページから６２ページに訂正お願いいたします。これの内容で

ございますが、需用費の光熱水費のうち４万７，９５７円がこの事業の分でござい

ます。修繕料１２万９，６００円、これは施設のほうの扉が壊れたということで、

それの修繕料でございます。それから、委託料といたしましてはＩＰボックス維持

管理業務委託料、それから伝送路維持管理業務委託料、それから新規加入者宅機器

設備導入委託料、これは１５件だそうでございます。それから、伝送路・自営柱等

移転業務委託料の分。それから、１４節の使用料でございますが、こちらはＮＴＴ

電柱と、それから東北電力の電柱を使う分で９１８万４，２１０円、それからＮＴ

Ｔの管路使用料、ＮＴＴのビル端子接続使用料等がございまして、決算額といたし

ましては２，１８２万２，０００円となります。 

    次のページも間違っております、申しわけございません。６０ページから６２ペ

ージでございます。これはかるまいテレビの運営分でございますが、委託料、かる

まいテレビの番組制作業務委託料と放送設備保守業務委託料が１，７７６万６，０

００円になります。それから、使用料が、これは著作権の関係でございますが、そ

ちらの使用料が１７万１，０００円となっております。合計で１，７９３万７，０

００円となるものでございます。 

    それから次に、情報連絡無線の関係でございますが、こちらは需用費の光熱水費

のうち６３万９，４３７円が無線に係る分でございます。それから、１２節役務費

の中のうち１９万９，０５６円が軽米分署の防災無線の通話料ということでござい

ます。それから、委託料といたしまして、昨日訂正させていただきました農村情報

連絡施設子局保守点検委託料２４１万４，８８０円、計で３２５万４，０００円と

なります。 

    それから、次の庁舎施設整備事業費でございますが、こちらは６２ページから６

４ページになります。６２ページを開いていただきたいと思います。１２節の庁舎

耐震改修判定手数料１７万２，８００円と、１３節の決算書では一番上に書いてお
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りますけれども、軽米町役場庁舎耐震補強工事の監理業務委託料１４３万６，００

０円、それから１５節の工事費４，９３８万４，０８０円をプラスして、５，０９

９万３，０００円となるものでございます。 

    間に町民生活課の分が入っておりますので、そちらを……ここで替わりますか、

ここで一旦…… 

〇委員長（細谷地多門君） あんたのほうを続けて。 

〇総務課長（日山 充君） 私も飛ばしてやっていいですか。 

〇委員長（細谷地多門君） はい。 

〇総務課長（日山 充君） 続きまして、ちょっと飛びますが、４ページに移っていただ

いて、決算額自体は記載してございませんけれども、公聴活動ということで地域懇

談会の開催、実施会場が１３会場、参加者は延べ１１８名の方から参加していただ

いて、地域懇談会を開催してございます。 

    次に、バス運行業務委託料でございます。こちらにつきましては、１番としては

廃止路線代替バス運行業務委託料ということで、コミュニティバス、こちらはケー

エスエンタープライズに委託してございます。それから、伊保内軽米線、大野軽米

線につきましては県北バスに委託しておりまして、金額は両方合わせて３，１７９

万８，０００円でございます。それから、町民バスの運行業務に関しましては軽米

タクシーに委託しております。町民バスの１４路線についてお願いしてございます

が、こちらは１，９４４万円になります。 

    続きまして、空き家情報データ作成業務委託料でございます。委託先はゼンリン

という住宅地図をつくっている会社でございますが、そちらが全世帯調査を行うと

いうことでございましたので、外観から空き家ではないかと思われるところを抽出

していただいたところでございます。 

    ５番が軽米町の再生可能エネルギー発電の促進による農山村活性化計画策定業務

委託料でございます。こちらについてはＮＰＯ法人の仕事人倶楽部のほうに委託し

ております。策定委員会は５回開催しております。金額といたしましては５７７万

８，０００円となっております。 

    次が過疎地域等自立活性化推進事業ということで、１番につきましては地域食文

化伝道師養成事業業務委託料ということで、委託先は軽米町産業開発でございます。

講習会を３回と、その他の業務をやっていただきまして、認定者が１４名というこ

とでございます。次が特産品開発試作業務委託料でございます。こちらも委託先は

産業開発でございますが、雑穀のお菓子の試験製造の委託を行っておるほか、惣菜

のレトルト等の試作を行ったものでございます。それから、３番はシリアルパウダ

ー商品化、伝統食等品質保持調査研究業務委託料ということで、こちらも委託先は

産業開発になっております。それから、４番といたしましては軽米町シリアルパウ
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ダー流通拡大・付加価値化推進事業業務委託料ということで、こちらはＮＰＯ法人

の仕事人倶楽部に委託しておりまして、ホテルニューオータニのシェフにお願いし

てシリアルパウダーを使ったスイーツ等の開発、作成をしていただいております。

それからあと、裏巻きずしでございますが、そちらのレシピの作成をお願いしてお

ります。それから、５番が特産品等パッケージデザイン企画制作業務委託料という

ことで、こちらもＮＰＯ法人の仕事人倶楽部に委託して、サブレ、ひえスナック、

それからドレッシングの３つの商品についてパッケージの企画、製造をお願いした

ものでございます。 

    それから、７番についてはバス路線維持対策費等補助金でございます。こちらは

南部バスに対して支払ったものでございます。 

    続きまして、５ページをごらんいただきたいと思います。こちらは行政区活動交

付金でございます。基本割額ということで１行政区３万円、８９行政区に、それか

ら世帯割については１世帯１，０００円を３，７４１世帯を対象に支払っておりま

す。 

    それから、地域活動支援事業費補助金でございますが、これは地域から上がって

きた要望等、２分の１の補助率で、１団体当たり５０万円の上限でやっております

が、４２地区の方から取り組んでいただいて、集会施設の修繕や街灯のＬＥＤ化が

多く行われているものでございます。こちらにつきましては、お手元に昨年度の実

績の資料をお渡ししておりますので、そちらをごらんいただきたいと思います。 

    それから、１０番の共同参画地域づくりチャレンジ事業の支援金でございます。

こちらも補助率は２分の１で実施しておりますが、一般質問でもご質問がありまし

たので、お答えしていたとおり、実施団体は４団体に対して１２６万６，０００円

を支出してございます。 

    それから、東日本大震災被災者支援活動事業費補助金、これは補助率１００％、

１団体当たり５０万円を上限ということでございますが、野球の関係、大槌町と音

更町を絡めた事業であるとか、あとソフトテニス協会の活動、それから卓球の活動、

それから笹渡地区の子供たちが被災地の支援に伺ったりした事業等に、合計で２０

０万円支払ってございます。 

    それから、創年のたまり場推進協議会補助金、定額補助ということで、こちらは

総務省の補助金を役場を経由して、トンネル補助でございますが、１，０００万円

でございます。中身は、前の円子児童館の改修、それから食品加工のための資機材

の導入に対する補助となってございます。 

    それから、１３番、岩手県立軽米高校生徒バス通学費補助金でございますが、実

人員で１４名の方が利用し、補助しております。うち町内の方が８人、町外が６人

となっており、補助額は１２５万２，０００円となっております。 
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    それから、６項統計調査費でございますが、こちらにつきましては町民意識調査

等の実施を行っておりますが、調査員９５人に対して年額１万４，５００円を支払

ってございます。事業費といたしましては１３７万８，０００円の決算額でござい

ました。 

    ２款の部分については総務課は以上です。 

〇委員長（細谷地多門君） 町民生活課の分、説明お願いします。 

    中野課長。 

〇町民生活課長（中野武美君） それでは、町民生活課の担当分についてご説明申し上げ

ます。 

    主要施策の３ページの下のほうになりますけれども、（３）交通安全運動の実施

ということで、決算書では６６ページとなっております。①として交通安全推進大

会の実施ということで、町民の交通安全意識の高揚を図るとともに、交通安全功労

者等の表彰を行って、町民運動としての盛り上げを図るということで、昨年の１１

月１４日、農村環境改善センターで開催しております。事業費は、アトラクション

謝礼等を中心に２２万７，０００円となっております。 

    ②として交通安全関係団体の助成ということで、二戸地方交通安全対策協議会に

負担金といたしまして１４万５，０００円、二戸地区交通安全協会軽米分会への活

動補助金といたしまして１７万円の補助金、合計３１万５，０００円の決算額とな

っております。 

    次に、４ページの花いっぱい運動の展開ということで、平成２６年度も花いっぱ

いビューティ軽米推進コンクールを実施しております。平成２６年度のコンクール

では、地域花壇の部１０団体、学校花壇の部２校、家庭花壇の部１０件、企業花壇

の部２件ということで、全体で２４団体・個人の参加が得られたところでございま

す。その中で表彰式を昨年の１１月２７日に行い、その後アレンジメント講習会を

開催しております。決算額は７１万４，０００円となっております。 

    以上で町民生活課分の説明を終わります。 

〇委員長（細谷地多門君） ２款の総務費と、それから町民生活課部分について説明いた

だきました。 

    質疑を受けたいと思います。茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 特産品開発の資料をもらっていますので、そのことと、先ほど課

長から説明ありましたけれども、特産品開発の部分で、これの資料ですけれども、

収入の部分でちょっと、これ数字の打ち間違いかなと思いますけれども。順序が逆

に、委託料、自己資金が５５０万４，４１０円で、恐らくこれが委託料が５５０万

４，４１０円だな。そして自己資金が７万８５１円で、収入の合計が５５７万５，

２６１円だと思いますけれども。 
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             〔「済みません、どの資料ですか」と言う者あり〕 

〇７番（茶屋 隆君） 特産品開発……きょう出していただいた資料です。 

〇委員長（細谷地多門君） ナンバー。 

〇７番（茶屋 隆君） ナンバー３、総務課。 

             〔「３の３というの」と言う者あり〕 

〇７番（茶屋 隆君） はい。収入の部の委託料が５５０万４，４１０円で、自己資金が

７万８５１円で、恐らく合計で５５７万５，２６１円、こっちの支出のほうも５５

７万５，２６１円ですので。ですよね。 

             〔「合計が」と言う者あり〕 

〇７番（茶屋 隆君） はい。打ち違いだと思いますけれども、上の収入のほうが。 

             〔「さかさまになっている」と言う者あり〕 

〇７番（茶屋 隆君） うん、そうそう。 

〇総務課長（日山 充君） 大変申しわけございません。そのようでございます。委託料

の金額が合計に来て、自己資金のところに書いてある金額が委託料に行って、自己

資金に合計に書いてある記載の金額が行くものでございます。打つときに間違った

のだと思います。申しわけありません。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） あと、先ほど特産品開発のちょこっと説明していただきましたけ

れども、一応この資料もらっていますので、試作研究費ということでいろいろ金額

が載っていますけれども、この辺をもうちょっと詳しくご説明いただければと思い

ますけれども。 

             〔何事か言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと待って。何ページになる。順番にいきたいなと思っ

ていました。 

             〔「７２ページ」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 私の進め方が、徹底がぼやけて、ちょっと迷惑かけました。

款だけれども、項ごとに一応整理しないとわかりづらいかなと思っていましたので。 

〇７番（茶屋 隆君） 項ごとにすれば、順序に。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員の質問は、また…… 

〇７番（茶屋 隆君） わかりました。款でいけば…… 

〇委員長（細谷地多門君） 後ほど。 

〇７番（茶屋 隆君） 私こっちの…… 

〇委員長（細谷地多門君） そこの場面が来たらまたもう一回お願いします。 

〇７番（茶屋 隆君） はい、わかりました、済みません。 

〇委員長（細谷地多門君） いえいえ、私の進め方も悪かったかもしれません。 
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    １項の総務管理費。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） ５８ページの書籍廃棄処理手数料２１万２，０００円の、こ

れ毎年とっているようですけれども、その中身について。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 書籍廃棄手数料という名前がついてございますが、毎年行政

文書を廃棄しております。それで、普通ごみとかで出せないものも入っております

ので、広域の組合のほうに、直接焼却炉のほうに廃棄してくるという作業を行って

おるものでございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 前も言ったと思うが、書籍の定義から、何か文書廃棄とかと

いうのだったらあれですけれども、一般的に書籍といえば図書とか本の意味だと思

うので、あれですけれども、あとは前年度で比較しても同じくらいになっているの

ですけれども、特定の個人情報とかなんか、いろんなの入っている部分を処理しな

ければ、業者もしなければならないのですけれども、書籍と違ってこれはほとんど

収集も委託している町がやっていて、運搬費という形、焼却処理だと思うのですけ

れども、こういう形で文書というのは特別な形で処理料を払うわけですか。 

             〔「休憩させてもらってよろしいですか」と言う者あ 

              り〕 

〇委員長（細谷地多門君） 休憩します。 

               午前１０時３９分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時４０分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 申しわけございません。再確認いたしましたけれども、いず

れ収集に関しても途中運搬の中で注意して、この費用は二戸広域事務組合の焼却手

数料のみを記載してございます。結構大量な書類になりますので、処理費も高くな

ります。途中で個人情報等の漏えいがないように、役場職員がトラックに積み込み

をして、飛散がないように覆いをして、焼却炉の中に職員が直接持っていって廃棄

しているものでございます。いずれ手数料、名前自体については確かに書籍という

のは当たらないような気もしますので、今後検討させていただきます。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 書籍という名称、今検討するということなので、ほかのほう

でもどう使っているかわかりませんけれども、整合性と、やっぱり一般的に書籍と
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いえば発行された本とか図書と感じられますので、よろしくお願いします。 

    それから、一般管理費の中で番号制、さっきマイナンバーにかかわる関係の支出

が結構あるのですが、きのうの論議でもあったのですが、改めて専門知識と機材の

関係、マイナンバー制度が導入されれば費用がかかるというのが載っていましたけ

れども、関連の予算支出が結構あるのですが、これだけでは間に合わない、新たな

場合はこの決算を踏まえて次の新しい予算で支出というのは想定されるのかどうか、

対応するために。平成２６年度のマイナンバー関係の合計の金額が捉えられていれ

ば報告していただきたいのですけれども。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 申しわけございません、今手元にそういうふうなものがござ

いませんので、後ほど整理して、平成２６年度と平成２７年度に想定される分とい

うことでよろしいですか。 

〇１２番（古舘機智男君） 平成２６年度、新たに平成２７年度の分、これから発生する

分と…… 

〇総務課長（日山 充君） これまで、平成２６年度の分とですね。整理したものを後で

出させていただきます。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

〇１２番（古舘機智男君） はい、いいです。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） ５６ページ、ふるさと納税謝礼品ですが、ふるさと納税の寄附金

が平成２５年度がたしか８０万円ぐらいあって、去年は４５万円に減っていました

けれども、謝礼品は多分高価なものを上げるようにということで、そういうふうに

していたと思いますけれども、件数と何を上げたか。前に説明していたかもしれま

せんけれども、確認の意味で。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午前１０時４４分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時４４分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 茶屋委員がおっしゃるとおり、平成２６年度からふるさと納

税のお礼品を改めております。それで、基本的な考え方といいますか、寄附額に対

する相応のお礼でございます。大体２割程度のものをお送りしたいということで考

えておりまして、３，０００円以下の場合は今までと同じ彩穀スティックという雑

穀のスティック、それから３，０００円から１万円の間は２，０００円程度のもの、
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それから１万円から３万円の方は６，０００円程度のもの、それから３万円から５

万円の方は１万円程度のもの、それから５万円から１０万円の方は２万円程度のも

の、それから１０万円以上については３万円程度ということで、基準を定めてお送

りしてございます。 

    お送りするものにつきましては、それぞれ実はインターネットには載っておるの

ですけれども、こういうふうないろんな品物のセットをつくっております。２，０

００円から５，０００円の金額になるようなセットでございますが、その中から金

額に合う、例えば２万円程度のお返しをする、１０万円までの方でございますが、

その方は５，０００円相当のものを４セット選んでいただくという形にしてござい

ます。ですから、実は今申しわけないのですが、件数についてはちょっと手元に資

料がないので、後でお知らせしたいとは思いますけれども、物についてはかなりの

メニューになっておりますので、これについては後でお出ししますか。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 全国的な傾向で、いろんな商品、地元の特産品をやるということ

で、どこの町村でもＰＲしていまして、軽米町でもそのＰＲ、産業開発と提携して

ＰＲしながらということで取り組んだと思いますけれども、やはりその辺、余りに

も数が多ければ選べない、軽米町ではこれとこれとこれですよというような部分の

ところＰＲすればいいと思いますので、その辺も含めて、本来であれば８０万円か

ら４０万円に減っていますので、本当はお礼の品物がよくなればふえると思うので

すけれども、傾向的に少なくなったのかどうかわかりませんけれども、その辺もな

ぜかというようなことも含めて、後でお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。そのほか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） 確認になるかと思うのですけれども、５６ページの旅費でござい

ますけれども、普通旅費の特別職５７万９，７８０円、多分これ町長なのかなと思

っていましたけれども、町長の旅費はこれだけでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 旅費の中身、日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 町長の旅費の支出はここの科目のみでございます。ただ、町

長は町村会の役員もやっておりますので、町村会の事務局のほうが負担する旅費等

もございますので、そちらの部分が除かれていることから、多分印象として金額が

少ないのではないかなということだと思われますけれども、町長、副町長の旅費に

関してはこの科目からのみになっております。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） ありがとうございました。要望も含めて、町長の動向については
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岩手日報にも毎日、きょうはどこ行って用務するとかというふうなのをよくあれで

見ます。その中で東京出張という言葉が結構あるのです。この言葉については、町

民の方々も結構気にしている部分がありまして、逆に町外の人も気にしていると。

しょっちゅう町長は東京に行っているなと、それは別に遊びに行っているわけでは

ないでしょうけれども、ただ希望とすれば、町長を擁護するわけではないのですけ

れども、ただ単なる東京出張というより、多分用務があって行くでしょうから、何

とかの会議があるとかというふうなのであれば、例えば山村振興の総会があるとか、

町村会の何とか研修会があると、そういう用務をやっぱりきちんと日報のほうにも

書いてもらっておいたほうが、町長はこういう用務で東京に行くのだなというふう

なことがわかりやすいのではないかなというふうに私ちょっと思うわけですけれど

も、やはりそういう誤解がなされるということは町長自身も余り愉快な気分ではな

いのではないかなと思いますので。 

    また、あと私もちょっと資料要求した中で、再生可能エネルギーの誘致関係等で

町長がどれぐらい行っているのかなと思ったら、昨年だけでも七、八回は東京のほ

うに行っているのかなというふうに見ていましたけれども、多分これももしかすれ

ばそういう町村会等の用務も兼ねた形で行っていらっしゃるのかなというふうに私

自身で思うわけです。この金額を見れば、これだけ行っていればこの金額でおさま

るはずはないのかなと思ったりしておりますけれども、その辺等は別にして、そう

いう誤解のないような新聞社等の報道もなされればいいのかなということを要望し

て、以上で終わります。 

〇委員長（細谷地多門君） 要望。 

〇２番（中村正志君） 要望でいいです。 

〇委員長（細谷地多門君） では、今の中村委員に対しての答弁、山本町長。 

〇町長（山本賢一君） 全くそのとおりでございます。今私も岩手県町村会副会長、それ

から全国山村振興連盟の岩手県支部長、それから生涯学習全国市町村協議会の副会

長を仰せつかっておりますので、そういった公務でほとんど出張した際に、これは

再生可能エネルギーの企業をめぐりながら、さまざまな途中経過、あるいは要望等

をしておるところでございます。いろんな役を仰せつかって、出張が多くて公務に

支障があるのでないかというような、そういった議員からのご意見もございました

けれども、そういうことのないようにしっかりと役目を果たしながらまいりたいと

いうふうに思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。そのほかありませんか。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 情報連絡無線の関係で、関連で２点ほど聞きたいと思います。 
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    告知端末も含めてなのですけれども、今告知端末の関係で見ると人によってはボ

リュームも全部絞ったり電源を切ったりという形にしている人も結構あるようです。

この前の緊急通報というか、緊急情報のやつは自動的に入るようになっているのか

どうかわかりませんけれども、聞こえたというのはありますけれども、本当に今日

常的に災害が出てくる、そういう状況の中で、せっかくの告知端末が電源を切って

いたりボリュームを下げていたりという形で、それが必要なとき発揮しない心配が

あるわけですけれども、そのことについてボリューム下げていたり切ったりすれば

どうなのかわからないけれども、対応できることになっているのか、そのことをお

聞きしたいと思います。 

    もう一つは、今ＪＡの市況というか、ホウレンソウが、枝豆がというような放送

しているわけですけれども、農家の皆さんにとっては期待される情報だかもしれま

せんけれども、関係ない人がうるさいみたいな形でボリューム切ってしまうという

感じもあるような実態があります。ＪＡの関係での利用者と、例えばその情報が必

要な人だけに流せるような、外からの放送は自分ではどうにもならないとして、告

知端末のほうの関係では屋内にスピーカーを置いておるものですから、すごく煩わ

しいという方もいるわけです。そういう関係で必要な方だけに情報をという、ＪＡ

の場合の、できないかどうか。それから、本当に必要なとき必ず届くような形での

体制がというか、機能的にできるのかどうか、この２点についてお伺いしたいと思

います。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 緊急時にボリュームを下げた場合にお知らせすることが大丈

夫かということでございます。ボリュームを下げている場合につきましては、災害

時には最大音量で放送がされるようにできた設備でございます。ただ、電源を切っ

ていた場合には、ちょっと確認させていただきたいと思います。 

    それからあと、必要な人だけに知らせることができないかということでございま

すが、実はまだ本局から、以前は地区別の放送というのができたのですけれども、

今の設備だと地区別放送ができないそうです。それから、子局というか、それぞれ

の放送局があるわけなのですけれども、あちらは以前から全器放送ということしか

できないような仕組みになっています。必要な人だけに本当はお知らせできれば一

番いいのでしょうけれども、現状ではそれはちょっとできないということでご理解

いただきたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 緊急放送の度合いの問題で、この前のときは地震のときかな、

一斉に入った記憶がありますけれども、ほとんどの人がボリューム下げるだけでな

くて切ってしまっているという形もあるので、そういうことに対してやっぱり本当
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に緊急の情報を伝えるためにもという、利用者に対する、住民に対するきちんとし

た、ボリュームを下げているだけだったら大丈夫だけれどもということも含めて、

情報を肝心なときに使えるような形ということをきちんと広報していただきたいと

思いますけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） ただいまのご提言に関しましてはそのとおりだと思いますの

で、やってまいりたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか、そのほかは。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） 文書広報費の関係で、広報かるまいの発行等がありますけれども、

広報かるまいについては毎月１回、広報お知らせ版は月に２回ということで、結構

忙しい業務をこなしているのかなというふうに思うわけですけれども、私自身も一

般質問でもちょっとお話しさせていただきましたけれども、やはり広報活動という

のは軽米町にとっては非常に重要な活動の一環だなと、特にも広報かるまいという

のは軽米町の顔ではないのかなと、軽米町を紹介する上において広報紙を見れば、

今軽米町ではどういうふうな動きがあるのかなというふうなのがわかるというふう

なぐらいの重要なものであるというふうに私自身は考えているわけですけれども、

ここ数年、私自身も見ていて、果たして今の広報紙の内容でいいのかなというのが、

ちょっと私不安なところがございます。なぜならば、今回私も議会のほうに来て、

議会報のほうの編集にも携わっているわけですけれども、広報紙も議会報でもそれ

ぞれ表紙があって、次のページの流れというのが当然あるはずだと思っていました。

新聞が一番の模範となるものだと思いますけれども、その中の流れが今広報紙とし

て果たしてこの流れでいいのかなというふうなのを不安な、ちょっと心配の状況で

す。というのは、今月号今来ていましたけれども、表紙を開くとすぐ成人式の写真

がばんばん２つ、記念写真がそろって紹介していると。その次に、もっと重要な、

逆にまた重要なと言えば失礼ですけれども、マイナンバーとかそういうふうな重要

性が、今回は重要な施策等があるなと思って見ていましたけれども、マイナンバー

の紹介とか、そういうふうな行政情報としては非常に重要な部分だと思うのですけ

れども、何かその辺の順番が違うなと思ったりして。町民の登場があれば町民の人

たちが見るというのは、それはそのとおりだかもしれないですけれども、やはり広

報紙の流れというふうなのは当然ある、紙面構成というのはあるはずですので、そ

の辺のところを再度検証してもらうと。 

    そこでお聞きしたいのは、広報を作成する上においてどのような手順の中で、ど

のような決裁方法の中で今進められてきたのかというふうなのをちょっと、今現在

の状況をお知らせいただければなと。 
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    あわせて、最近町勢要覧というのをよく見ないのですけれども、町勢要覧の作成

状況は今どうなっているのかなと。資料編なんかもいただければ軽米町の状況がわ

かるのですけれども、その辺のところ、もらうふうなのはどのような形でもらえる

のかなと思ったりしているわけですけれども、その辺の状況をまずお知らせいただ

ければと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 広報紙の内容につきましては、一般質問もいただき、お答え

したところではございます。いずれ今の中身に関しては検討していく必要があるだ

ろうということで、今後広報編集委員会を開くとともに、経営会議の中でも、中身

をちょっともんでいただければいいのかなと思っております。ただ、現状は今広報

担当が１名でやっておりますけれども、１カ月の中で各機関からこういうふうな掲

載をお願いしたいというような情報等もありますし、その月の行事等についても行

って取材し、いずれ今の中身についてはここ数年なのか、もう１０年にもなるのか、

ちょっと私も検証したことがないのでわからないのですけれども、ある程度の前年

の踏襲の形でやってきているのはそのとおりだと思います。現実、割と若手の職員

が担当するのが多いものですから、広報の中身についてまで深く考えて作成すると

いうところまでは多分いっていないのかなという気持ちはしております。ただ、現

状の職員の中で作成していくためには、こういうふうな体制もやむを得ないのかな

という気もしておりますが、いずれ編集の構成の中身であれ、そういうふうなもの

についても最大限の努力はして、ご期待に添えるようにしてまいりたいと思います。 

    あと、町勢要覧でございますが、町勢要覧につきましては今年度作成することで

業者に発注済みでございます。また、資料データ編でも中身をなるたけ新しいもの

にしたいということで、かつて分けたとき私も担当しておりました。集中してやれ

ばできないことはないとは思っておりますが、現段階ではもう３年ぐらい、たしか

データが更新になったものがないと思っております。データ更新をして、新しいも

のにして出したいというふうに思います。 

    以上です。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） ありがとうございます。 

    広報に関しては１人で大変だというのは、私も経験したことがございますので、

大変だと思います。一番大変なのが孤独になるというふうなのが非常に大変だなと

思ったりしていた経験がございます。というのは、相談相手がないというふうなの

があったりして、やはりその辺のところ、課内の中で皆さん方カバーしてあげる、

そして庁内全体、各課等で今回はこういう重要な施策があるからこれを特集にして
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やってくれとか、そういう情報をどんどん提供していく必要があるのではないかな

というふうに思います。その中で、ちょっとことしは合併６０周年、多分６０周年

に向けていろいろな記念事業等をやったり、記念誌等も若干、多分１０年分ぐらい

はつくろうとしているのかなというふうに思うわけですけれども、その際に一番重

要な、必要なのが広報紙をめくって、いつ何かあったのか、それはどのような形で

来たのかというふうなのは一番の必要な資料になるのではないかなというふうに、

いずれ永久保存版でございますので、ですからそういうふうな中に、だから毎年そ

ういうふうな資料となるものは常に網羅しておかなければならない。というのは、

ここ最近であれば晴山保育園が建設になって開園しました、開園したのですけれど

も、何ぼかかってとかというふうなのが一切書いていない。その前にも私も関係し

ていましたけれども、テニスコートをつくったときも一切記事になっていないと、

それが総工費何ぼかかって、どれぐらいの金がかかってやってできたのか、そして

利用するときにはどのような形で利用すればいいのかというふうなのも記事になら

なかったというのは非常に残念だなと。逆に使用するときに、役場ではなく私たち

のほうに問い合わせが来るというふうな、ちょっと違う形にもあったりしているわ

けですけれども、そういうふうな基本的な部分を上司がやはり指導してあげるとい

うふうなのが必要ではないのかなというふうに感じるのです。ある程度担当者任せ

ではなく、若い職員がやるのは勉強になるので非常にいいとは思うのですけれども、

勉強させるのにまず必要なことはどんどん上司が指導するというふうな気構えを持

つ必要があるのかなということを要望したいと思います。 

    あわせて、今回合併６０周年というふうな記念の年でもございますので、平成２

年１２月で終わっていたと思いますけれども、広報ももう２５年以上になる、その

前に縮刷版つくっていますけれども、それ以降また縮刷版つくっていないで、２５

年ぐらい経過している、また莫大な量になっているのではないかなというふうな気

がしますけれども、ここらでまた縮刷版をつくって、そうすれば今まであった広報

紙の残部は全部廃棄できるのかなと。どれぐらい町民の方が必要としているかどう

かわかりませんけれども、これからの重要な資料としてもそういうふうにひとつま

とめていくというふうないい年ではないのかなというふうな気もいたしますけれど

も、その辺のところを検討する考えがあるのかどうか含めてお願いしたいと思いま

す。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 今年度の６０周年記念事業といたしましては、広報の特集号

というのですか、ちょっとふだんよりかはボリュームが多いものはつくろうという

予算はとっております。ただ、縮刷版については今まで検討していなかったので、

今後につきまして記念事業の中身でやったほうがいいのか、データを残すためにそ



  

- 74 - 

ろそろボリュームがたまっている縮刷版をつくったらいいのかを検討しながら進め

てまいりたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

〇２番（中村正志君） はい、いいです。 

〇委員長（細谷地多門君） ここで休憩したいと思います。正面の時計で１５分まで休憩

したいと思います。 

               午前１１時０６分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時１５分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 休憩前に引き続き再開したいと思います。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 先ほどの告知端末ですが、電源を切っていても鳴るそうです。

ただ、コンセント抜いておっても電池があるうちは鳴るそうですが、電池がなくな

ると鳴らないということだそうです。いずれにしろ、このことについては住民のほ

うに周知はおこなってまいりたいと思います。 

〇１２番（古舘機智男君） 電池は充電されている電池でないですよね。そうすれば、ず

っと放っておけば大体何年もたてばなくなる…… 

〇総務課長（日山 充君） １年ぐらいで交換していただかないと。サインが出るので、

緑色の点滅が、電池が切れたというので。いずれもう一回周知はしたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） そのほか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） 済みません、決算書の６０ページの委託料の一番下の航空写真撮

影業務委託料１，３８８万８，８００円とありますけれども、説明終わったのかど

うかわからないですけれども、これは何のための写真撮影だったのかなと。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午前１１時１６分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時１７分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） ＧＩＳというシステムが、要は町内のところの最新版の航空

写真を撮って活用するということで、総務課だけではなくて税情報の確認だとか、

要は家屋の新築とかそういうふうなのにも使えるようにということでやったものの

ようです。済みません、私もちょっと余り詳しくわからなかったのですが。いずれ

総務課で委託して、航空写真を撮って、システムで見れるようにしたものです。で
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すから、使用は税務会計課であろうが産業振興課であろうが、どこでも使えるとい

うふうなシステムだそうです。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） これは毎年撮るのでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 毎年はこの分のお金はかけられないと思うので、大体５年か

１０年ぐらいのスパンだと思います。いずれ前も航空写真のデータはあったのです

が、大分古くなったということで新しいものに更新すると。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。そのほか。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 今の関連は後で取り上げることにして、文書広報費に入るか

どうかわかりませんが、広聴広報活動になるのか、軽米町のホームページの関係で

主要施策にも出てこなくて、広報かるまいの役割については中村委員と同感ですけ

れども、町のホームページについては前にも取り上げてありますけれども、その役

割が、特に町外にいる人たちとか、それからリアルタイムでいろんなことを見るた

めにはホームページの役割は非常に大きいと思うのですが、最近の動向を見ても、

例えば町長さんの町長室というのがありますが、あれはいつできて、何年同じのが

ついているのか含めて、形、中身もそうですけれども、本当に町長も再選、４選と

いう形になったらそれぞれの抱負があったり、ほかに発信していくところもあると

思うのですけれども、それは町長の部分は別としても、余りにもホームページがあ

れです。今見てきましたけれども、トピックスというのが６月の写真が入ってトピ

ックスになっています。軽米町は、町長も言うようにチューリップもいいけれども、

アジサイもいいよということを言っていますけれども、実際にアジサイが出てこな

い。行事のやつの文字のやつは何ぼか変わっていますけれども、本当に今は非常に

インターネット、スマホでもできるということもありますし、その役割はますます

重要になっていると思うのですが、主要施策にも出てこないような形になっていま

す。ただ、観光協会、ここに新たに何とかホームページをつくって、それをやると

かというのもありますけれども、そのときも指摘しましたけれども、本当にホーム

ページを運営する体制とかなんかとか、今ホームページの必要性というものを平成

２６年度の中ではどういう成果があったかというのは明らかではないのですが、こ

れからのことを含めてどのように考えているのか、平成２６年度の事業についてお

答えください。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） ホームページの更新の関係につきましても、まずご指摘のと

おりだと思っております。言いわけにしかなりませんので、その部分については言
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いませんけれども、今後につきましては先ほどの広報のお話もそうでしたけれども、

今の人員の中で最大限の努力をさせていただきたいと思います。いずれ外注をして

おらず、職員がやっておりますので、その中での弊害もありますし、各課更新する

ところとしないところがございます。そこら辺も含めて、広報編集委員会ではござ

いませんが、その担当者等集まって、今後のあり方についても改めて検討はさせて

いただきたいと思います。申しわけございません。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） やっぱりホームページの位置づけについてきちんと、今非常

に比重ということでいいかもしれませんけれども、利用者もパソコンを持っている

人も、またスマホの中でも相当量がふえてきていると思うので、いろんな形でそれ

がまちづくり、町政の問題についても大きくかかわってくると思いますし、ふるさ

と納税の情報にもそうでしょうし、前には掲示板はすごくにぎやかなときがあって、

邪魔ないろんなのもあったのですけれども、それなりに関心があったのですけれど

も、もうそこに誰も寄りつかなくなって、ソフトテニスの広報、結構お知らせとか

なんかしている場合もありますけれども、月に何回という形でそうすればだんだん

掲示板に集まってくる人もいない。その中でまちづくりの問題を話し合えるような、

町外の人たちとも一緒に議論できるような形もいい部分では前にあったと思うので

すけれども、そういう形もやっぱりより今求められていると思うので、町長からお

聞きしたいのですけれども、ホームページの持っている役割について現在的な意義

づけを踏まえて、これからのホームページのあり方について所見がありましたら伺

っておきたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    山本町長。 

〇町長（山本賢一君） 今古舘委員おっしゃるとおり、大変発信力のあると申しますか、

そういった面で非常に大きな影響を持っていると思いますので、課長の答弁のとお

りこれからも力入れてまいりたいと思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか、総務管理費、総務課ありませんか。 

    山本委員。 

〇１３番（山本幸男君） 企画費はまだですね。 

〇委員長（細谷地多門君） まだです。総務管理費。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ２項企画費へ、よろしいですか。 

    山本委員。 

〇１３番（山本幸男君） 企画費の（５）、再生可能エネルギーの関係で、これの…… 
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〇委員長（細谷地多門君） 主要施策。 

〇１３番（山本幸男君） 財源は何ですか。ちょっとお知らせいただきたい。 

    それから、（６）軽米町シリアルパウダーだか、ニューオータニで雑穀の何だか

お菓子つくって売ってあるものの関係、その後も続いていますか。具体的な実績が

わかればお知らせいただきたい。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 再生可能エネルギーの計画策定の委託料に関しましては、一

般財源でございます。 

    それから、シリアルパウダーのその後ということでございますが、その後もホテ

ルニューオータニのほうからシリアルパウダーの注文があって、それには産業開発

のほうからお送りしていると聞いております。量までは、申しわけございません、

把握しておりません。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    山本委員。 

〇１３番（山本幸男君） 最初に、再生エネルギーの関係の一般財源というのは、古舘委

員のほうから再生可能エネルギーの関係についての歳出の関係についての資料の要

求が多分……多分ではなくなされておりますが、これらも含めて今までかかった予

算等についての説明の資料をぜひ出してもらって、今後のことも含めてわかれば出

してもらったほうがいいのかなと思いますが、その点要望しておきたいと思います。 

    それから、雑穀の関係のホテルの関係の実績は、その後も注文が来ていると言い

ますが、どの程度の量なのか、確認してお知らせいただきたい。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午前１１時２９分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時２９分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 再エネの基本計画をつくって、この前も古舘委員からご質問

があったように、再エネの推進室を運営していく上でどのぐらいのお金がかかるか

ということの資料ということでよろしいですか。 

〇１３番（山本幸男君） はい。 

〇総務課長（日山 充君） あと、シリアルパウダーの件は現在、例えば平成２６年から

始まった事業でございますが、ことしの見込みといいますか、実績の見込みという

形の資料でよろしいでしょうか。 
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〇１３番（山本幸男君） はい。 

〇総務課長（日山 充君） わかりました。 

〇委員長（細谷地多門君） では、それの調査資料。 

    そのほかよろしいですか、山本委員。 

〇１３番（山本幸男君） はい。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 先ほど課長から説明いただきましたけれども、特産品開発の部分

ですけれども、現在、去年この試作して商品として完成して販売されているのは何

品目ぐらい。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 産業開発で商品化されているものということでございます。

申しわけございません、今は把握しておりませんので。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） ⑤の特産品パッケージデザイン企画制作業務委託料の中で、先ほ

どの説明では３品目分ぐらいのことを言いましたけれども、ドレッシングとありま

すけれども、これパッケージだけでなく、どこかで試作して、それを何か１回いた

だいてもらったような気がしましたけれども、それはどこの業者に委託したのだっ

たかわかりますか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） ドレッシングの試作は、創年のたまり場が行っております。 

〇７番（茶屋 隆君） 最初から。 

〇総務課長（日山 充君） 少なくとも昨年、機械の設備をいたしましたので、それ以降

は創年のたまり場でやっております。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） これも記憶が確かでないのですけれども、去年あたりだったかな、

何かのときにアマランサスドレッシング、今試作の部分ですよといただいたときが

あったのですけれども、それは去年だったべかな、おととしだったか……ちょっと

その辺も後で確認して。 

    それで…… 

〇委員長（細谷地多門君） 続けてください。何々を伺いたいと。 

〇７番（茶屋 隆君） ドレッシングは、あれは販売価格が幾らなのか、その辺も含めて。

あと、この前町長のお母さんがお亡くなりになられたときに香典のお返しとしてお

使いになって、不備な部分があったということでしたけれども、その辺は製造して

いて、まず使ってというふうな部分で、保健所とかそういった部分でちょっと心配

したものですから、何も報告がないものですから、せっかく町長は軽米町の特産品
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ということで、これから販売ということでお使いになったと思いますけれども、そ

このところでちょこっとした部分があったので、報告があるのかなと思って待って

いましたけれども、報告がないものですから、こちらから聞いて本当に恐縮ですけ

れども、その辺心配するものですから、今後どういうふうに対応していくのか、そ

の辺も含めてお聞きしたいと思いますけれども。 

〇委員長（細谷地多門君） 山本町長。 

〇町長（山本賢一君） 先般の母の葬儀に関しましては、ご会葬大変ありがとうございま

した。その際に私も、今いろいろ特産品開発しながら、そういう中で大変葬儀の会

葬者もふえているということで、会葬名がかなり出ているというふうなことで、そ

ういう中でできるだけ町内のそういった特産品が使えないかということで、これは

大体１年ぐらい前からそういった構想は持っておって、さまざま練っておったわけ

でございますけれども、そういう中でなかなか有効期限と申しますか、それが長く

なければいけないところ、さまざまな要件がございまして時間がかかったわけでご

ざいますが、そういう中で先般このような形で納入できそうだというふうなことで、

それであれば私の母の葬儀に関して扱ってみてはというふうなことで使わせていた

だきました。そういう中でお願いいたしましたところ、その中に保存料、そういっ

たものが何か一部添加されていなかったということで、噴き出す危険性があると、

現に噴き出した例もあったようでございますけれども、そういう中で急遽廃棄して

いただきたいと。全員の方々に電話がけをいたしまして、そういう処置をいたしま

したけれども、保健所のほうにも連絡申し上げましたところ、保健所ではきちんと

行った先が明白であるし、原因もはっきりしているもので、そういった処置をきち

っとしていただければというふうなことで、連絡はしてございます。そういった点

でいろいろ皆様方にはお迷惑おかけいたしましたところ、おわびを申し上げたいと

いうふうに思っております。今後もそういうことはあってはならないことでござい

ますので、委託先と十分検討して、またこういうことのないように努めてまいりた

いと思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 今町長から産業開発の社長という立場でご答弁いただきましたけ

れども、私一番心配したのは、以前につくられたのが、まさかそれではないと思っ

て、今ご答弁ではそうでなく新しく頼んでつくられたということでございますけれ

ども、今後のためにちょこっとだけ話しさせていただきますけれども、町長のお母

さんがお亡くなりになられたのは３日の日のお昼ごろとお聞きしていますけれども、

そうすれば円子の創年のたまり場でつくったのはそれからということになれば、お

葬式が６日なわけですけれども、そうすると３日、４日、５日の間につくられたと
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思いますけれども、ちょこっと私も町内歩いていて、いろんな商品とか、そういっ

た方たちからいろんな話を聞けば、試作品というか、そういうなのはつくればつく

った後に試してみるというのですか、置いて、やっぱりそういうなのが必要でなか

ったのかなということ、保健所のほうの関係は私もわかりませんので、その辺もし

わかれば確認して答弁いただきたいと思いますけれども、今後のためにそういうよ

うなことを注意してやらなければ、食べ物ですので本当に危ないと思いますし、私

も本当は次の日食べました。正直言って何ともなかったからよかったのですけれど

も、それを冷蔵庫に入れておきました。そして、あけてみたらぷっと出て、私破棄

してくださいと言われてもずっと冷蔵庫に入れておいていて、けさにおいをかいで

みたら、やっぱりにおいが変わっていましたので、そういった部分あると思います

ので、そういった部分には十分気をつけてやらなければいけないかなと思っており

ます。 

    それから、私次の日も、産業開発から電話が来る前に、えっ、こういうような商

品、軽米町でできて販売しているのだなと思って産業開発に電話しました。そした

ら担当者の方はまだ価格も決まっていませんと、あれ、だったらどういう形で販売

するのよと言ったら、今業者に交渉中です、えっ、それ販売していない……町長が

社長だからなあと思ったけれども、果たしてそういう形でいいのかどうかと私は思

うのですけれども、その辺も含めて、やっぱりしっかりとしなければ。まして町長

のお母さんの葬儀のときには他町村からもいっぱい来ていました。軽米町の信頼に

かかわる問題だと思いますので、その辺しっかりしなければいけないと思いますけ

れども、町長はどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 山本町長。 

〇町長（山本賢一君） そこら辺も含めて、大変ご迷惑をおかけしたなと思っております。

価格設定とかそういうのに関しましては、セレモニーに対しての納入価格もござい

ますし、そして私の葬儀の中での会葬御礼費というふうなこともございますので、

そういった中で価格は設定させていただきましたけれども、今後いろんな面で二度

とこういうことのないようにやりたいと思います。大変申しわけありませんでした。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） ドレッシングのパッケージを見れば、販売者、産業開発と載って

おりますので、製造元は記号かなんかで載っているのだというようなことを聞いて

いましたけれども、その辺もわかりませんけれども、確かにつくられたのは円子で

すけれども、その原因があってこういうふうな結果になったというのを見ましても、

販売元、産業開発ということでしたら、これからの対応、そういった部分に関して

は責任はやっぱり産業開発にあると思いますので、その辺はしっかりと産業開発で

対応して、例えばかわりのものを使ったとか発送するとか、そういった部分の経費
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的なものも私は産業開発がやるべきなのかなと思いますけれども、その辺は向こう

とどういうふうな関係で提携しているのかわかりませんけれども、最初にたまり場

をやるときに、そういった商品を開発するといったときに、産業開発が指導すると

いったときに、私は最初から、「えっ大丈夫かな」というようなことを言ったと思

っていましたけれども、そこまで果たして指導できるのかなとも思ったりもしまし

たけれども、今後はやはりそういうようなことも考えなければいけないのかなと思

いますけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 同じ答弁内容だと思うのだけれども、まずもう一度どうぞ。 

    山本町長。 

〇町長（山本賢一君） そこら辺含めて、いろいろと検討させていただきたいというふう

に思います。 

〇委員長（細谷地多門君） そのほか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） ７０ページの企画費の報償費の２番目ですか、軽米町自然再生エ

ネルギー対策協議会委員謝礼というのがありますけれども、これ再生可能エネルギ

ー推進協議会とはイコールでしょうか、別なものなのでしょうか。 

〇総務課長（日山 充君） 申しわけございません、確認させてください。それ私も把握

しておりません。 

〇委員長（細谷地多門君） 確認して。 

             〔「別な」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） 企画費の主要施策の最後の（１３）の県立軽米高等学校の生徒の

バス通学費補助金、金額はあるのですけれども、これの利用内容といいますか、ど

の地区から何人ぐらいの方々が利用されているのかなということをお知らせいただ

きたい。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 詳細な資料をたしか用意したと思ったのですが、今見つけら

れないのです。内訳は、町内の生徒が８人、町外が６人ですが、うち５人は二戸市

で、１人は九戸村からの利用でございます。 

〇２番（中村正志君） 町内８人、晴山地区か小軽米地区か笹渡地区か。 

〇総務課長（日山 充君） たしかコミュニティバス等も利用して生徒が通学しておりま

すので、町内の円子方面だとか笹渡方面だとか晴山方面とかあるものと思っており

ます。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

〇２番（中村正志君） はい、いいです。 



  

- 82 - 

〇委員長（細谷地多門君） 舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君） 主要施策の４ページ、企画費の（４）、空き家情報データ作成業

務委託料４９万７，０００円ということでなっていますが、空き家については、こ

れは全国的に問題になっているわけですが、軽米の状況は、委託の結果とか出たわ

けですか。どのぐらい空き家があるとか、そういった関係、いかがでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 昨年度実施した空き家調査につきましては、先ほども説明し

たつもりだったのですけれども、ゼンリンが住宅の全戸調査を行うということがご

ざいまして、外観のみでここは多分空き家だろうというものを示したデータをいた

だいております。ですから、ちょっと私手元にその空き家が何戸あるかというもの

はきょうは持ってきていないのですけれども、そのデータ自体はあります。今年度

につきましては、空き家の中でも利用可能なものなのか、それからそれこそ多少手

かけたぐらいでは住めないようなものなのか、あるいは空き家の持ち主が貸しても

いいと思っているのか等の意向調査を含めた調査を今年度実施しております。今現

在実施中でございますけれども、それらをもとにして、もとのデータは昨年実施し

た空き家の数をもとにその中身を見て、貸し出しができるかとか利用できるかとい

うふうなものは今年度やるということで進めております。 

    申しわけございません、データがもし必要であれば、そのデータもお示しします。 

〇委員長（細谷地多門君） では、その資料を。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君） 先般全員協議会で戦略会議でしたっけか…… 

             〔「総合戦略」と言う者あり〕 

〇６番（舘坂久人君） 総合戦略会議ですか、あれの計画があったわけですが、これはそ

の一環でやっておられるのか。最近は全国的に空き家があって、都市圏から移住を

呼び込んで活性化につなげる、人口増につなげるというふうなことで全国的に取り

組んでいるわけですが、軽米町でも将来的にはそういった総合戦略の中に関連づけ

ていきたいと、空き家対策、また借りて改修して例えば移住してもらうとか、そう

いうふうな計画といいますか、総合戦略の中でも入っておるものですか、いかがで

しょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 空き家の調査の部分については、始めたきっかけはそもそも

総合戦略とは全く別物でスタートしたものでございます。ただ、総合戦略の中身で、

やはり空き家も活用すべきではないかという委員の皆さんからのご意見もございま

したことから、いずれ今の空き家調査の中で貸してもよくて住めるようなもの、ど

の程度のものがあるかを把握して、それをあっせんする方法が実は私は大変難しい
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のかなと思っております。役場があっせんするということが果たして可能なのかど

うかも含めて検討する必要もあるのかなと思っております。 

    ただ、移住とか首都圏等からの人を呼び込むためには空き家の活用も必要ですし、

例えば若者向けの住宅の整備とかというご意見もございます。総合的な住環境の整

備というのはやっぱり総合戦略の柱になろうかと思いますので、検討していきたい

と思います。よろしくお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君） わかりました。いずれそういったことも含めて、総合戦略の中に

も組み込んで、人口増につなげていくような空き家対策、それとまたもう一つは、

本当に長年人が住んでいなくて、屋根が落ちかけているとか、屋根が落ちたところ

もあるわけです。そういったのも景観上余りいいことではないわけです。例えば移

住対策で空き家を貸すのもいいのですが、老朽化して屋根が落ちたとか景観上も悪

いですから、そういった対策を考えてもらわなければ、景観の悪いところにはなか

なか人も来ないと思うし、そういった計画も、結構テレビ等とか報道とか見ていれ

ばそういった対策もやっているところもあるみたいですから、いずれはそういった

取り組みも必要だろうなと思っておりますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 舘坂委員のご指摘はそのとおりだと認識しております。個人

の所有物を壊してくださいというお願いはするわけなのですが、その相手が特定で

きないというのですか、連絡がとれなかったり、いろいろなことがあろうかと思い

ます。その問題につきましても全国的に問題になっているところでございますので、

いずれ条例制定とかマニュアルといいますか、決めなければならないものだと思い

ます。今後その対策については検討させていただきたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

             〔「関連」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 空き家データに関してはゼンリンで調べて、大体状況はわかった

ということですけれども、私も去年一般質問してこういうふうな形になったと思い

ますけれども、去年のときには、去年とことしと２年かけてということでしたけれ

ども、俺の見落としか何かわかりませんけれども、当初予算でそういった予算がと

られてなかったような気しますけれども、とってありましたでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 当初予算でとっていたか補正予算でとっていたか、私もちょ

っと確かな記憶はないのですが、本年度の委託料に関しては予算措置はしてござい
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ます。 

〇７番（茶屋 隆君） ああ、そうですか。そういうのであれば。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） 花いっぱい運動の関係ですけれども、花いっぱい運動ビューティ

軽米推進コンクール、これは２０年以上も続いている事業かなというふうに記憶し

ておりますけれども、昨年度は２４団体の応募で、この応募数はここ何年間か上向

きの傾向なのかどうか、その辺のところ１つと。 

    もう一つ、昨年度から、来年度まずいわて国体が軽米で開催されるということで、

国体の啓発の関係で花いっぱいの運動もやるというふうなことで進めているわけで

すけれども、その辺のところで町民生活課の担当のほうと国体の担当の協議会等と

の連携はどのようになっているのかなと。例えばどうせだったら一緒にやって、あ

っちだこっちだではないようなやり方の花いっぱい運動というふうな展開というの

もあってもいいのかなというふうに感じたものですから、その辺の今までの経過の

中で答弁をいただきたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） では、町民生活課長。 

〇町民生活課長（中野武美君） 花いっぱい運動につきましては、今年度と言えばなんで

すけれども、２６回目ということで、かなり平成に入ってからというような形で進

めているところになります。本年の参加団体は２６ということで、平成２６年度、

去年よりは２つふえているところで、参加団体につきましては、まずおおむね二十

四、五というような形で推移していることになっているところです。 

    あと、来年度国体の開催ということになりますけれども、この花いっぱい運動は

８月審査会というような形でやっているところになります。国体の開催が来年１０

月というような形になりますので、教育委員会のほうと合同で検討しながら、花い

っぱい運動の推進のほうに努めていきたいと考えております。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

〇２番（中村正志君） はい、別なことで。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） 今の話はもういいです。 

    関連というふうな形になるかと思うのですけれども、担当課はどこかわからない

のですけれども、パッケージデザイン企画制作委託料というのがあったので、特産

品のパッケージというのと関連するということで、産業開発のほうで……どこでつ

くっているのかよくわからないのですけれども、お土産を買えばお土産等を入れる

袋があるわけですけれども、かるまいと平仮名でかいた、雑穀とかチューリップと

かいっぱい写真等が入った、非常に立派な袋があって、最近では半分のやつもあっ
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たような気がしていましたけれども、私非常にその袋を気に入っているのですけれ

ども、というのはなぜ気に入っているかというと、非常に目立つ色でもあるし、か

るまいというのをぼんと書いて、チューリップ等があってというふうに、お客さん

に対してそれを袋に入れてやると非常にこれは宣伝になるなと思ったり、例えば講

師の方、東京にいらっしゃる方にそれを上げれば、東京までそれを、多分新幹線に

持って乗ってたりして、その後山手線等に乗っていけば、軽米町という名前が東京

で宣伝になるなと思ったりして勘定しているわけですけれども、もっと多く軽米町

民の人たちもそれを活用できるような状況になれば非常にいいなと思ったりして、

私感じているのですけれども、なかなか手に入らないというか、なかなかもらえな

いという状況で。だから、どこでつくって、どのような形でもらえるか、４，００

０円ぐらいでないとただでもらえない、それでないと二百何ぼで売るというような

言い方もされて、私は買ったこともあるのですけれども、大会等に関しての景品で

わざわざそれを買って、それの袋に入れて商品をお上げしたというふうなこともあ

るのです。非常にそれが、軽米町というところからもらってきたというので、上げ

やすいというか、もらったほうも軽米町からもらってきたというふうなイメージな

ので、使いやすいなというふうに感じているのですけれども、つくっている人はど

れほどその辺を感じているのかなというふうなことで、できればもっともっと活用

できるかなと。それどこでつくっているのかから始まりますけれども、もしその辺

のところも考慮して、もっと使えるような状況をつくったほうがいいのでないかな

というふうなことを要望しながら、答えれる分でお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午前１１時５５分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時５９分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    山本町長。 

〇町長（山本賢一君） 全くそのとおりだと思います。いずれ今のところは収支も大変厳

しいものですから、そういったことも勘案しまして、総合的に検討してまいりたい

というふうに思っております。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） 今は産業開発の立場でお話しされたと思うのですけれども、産業

開発のほうでそれぞれやるというのは非常に厳しいということであれば、やはり町

がそれぐらいの部分をつくってあげて、使いなさいとやって、軽米町を宣伝してく

れというふうな施策もあってもいいのかなというふうに感じますけれども。 

〇委員長（細谷地多門君） では、要望ですか。 
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〇２番（中村正志君） はい、要望です。 

〇委員長（細谷地多門君） 以上でよろしいですか、午前中は。企画費まで終わり…… 

             〔「いや、企画費である、いっぱい」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） では、まだあるようですので、午後からにしたいと思います。 

    午前の部はここで休憩したいと思います。 

               午後 零時００分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時００分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） それでは、午後からの委員会を再開したいと思います。 

    総務費の企画費、２項企画費がまだ終わっていませんので、続けたいと思います。 

    企画費、古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） ３点ぐらい聞きたいと思うのですけれども、まずさっきの空

き家情報作成業務委託料の関係で、関連するというか、そのことでちょっとお聞き

したいと思います。一般管理費のほうで、総務管理費の中で航空写真撮影で１，３

００万円がありました。これは総務課だけでなくて、地域整備課、税務課、いろん

なところでも活用するという形で何年か、４年とか５年とかやるということでした。

その関連で、実際できるのかどうかわからないのですが、空き家の場合はゼンリン

に委託して、外から見て空き家かどうかというので、多分ゼンリンが持っている住

宅地図にプロットしていくことだと思います。それで、ゼンリンは大体あそこは３

年ぐらいに１回、２，０００分の１ぐらいの住宅地図は、町全体の山林も含めた中

の全体図で入っています。そういう意味では、空き家調査なんかにも民間として回

って、実際に確認しながら来るので、一定の正確性があると思うのですが、先ほど

の一般管理費での航空写真の関係で１，３００万円というのは、これは財源は一般

財源でなければあれなのですけれども、例えば一般財源とすれば、何かそういう民

間の調査能力というか、結構精密な形で全体にあそこも航空写真を基本にしながら

住宅をプロットして、番地まできちんとやっているもので、例えばそういう形で１，

３００万円の航空写真の関係が一般財源とすれば、交付税措置になっているのかも

しれませんけれども、そういう考え方はどうなのかなという。山林の状況とかいろ

んな状況のところが、航空写真の場合は単なる住宅だけではなくて、畑とかいろん

なのもわかるようになっているかもしれないので、利用方法には限りがあるかもし

れませんけれども、そういうことを感じましたけれども、可能かどうかという、経

費削減についてひとつお聞きしたいと思います。 

    これはこれで、あと２つありますけれども、それは別にまた。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 今の質問、なかなか理解できないのですが、ゼンリンとかで
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使った情報を使えないのかということですか。 

〇１２番（古舘機智男君） そうですね、そのデータを買う…… 

〇総務課長（日山 充君） 例えば山のほうの調査、例えば森林基本図なんかも、たしか

私が知っている範囲では航空写真等で、それで林班図等の作成を何年かに１回して

いるというふうには聞いておりますが、多分著作権の関係とかなんとかで使えない

から今回やったのかなという気はしているのですけれども。 

〇１２番（古舘機智男君） もちろん著作権を含めて、１，３００万円という独自の航空

写真ではなくて、データを買うという方法のほうが安いのではないかという提案で

す。そういう意味です。 

〇総務課長（日山 充君） はい、わかりました。 

〇１２番（古舘機智男君） 勝手に使うことはもちろんできっこないので。 

〇総務課長（日山 充君） 今回の写真データの部分については、そもそも私これをやろ

うというきっかけになったのがあれだと認識しているのですけれども、非課税の問

題が出たときに航空写真で比較で把握ができるのではないかという議論をたしかし

たような記憶があるのですけれども、それも含めて、あと農業委員会の農地台帳の

システムがありますが、それにも航空写真を使わせていただいています。ただ、そ

のもとのデータをやっぱり町が取得しないと、それらのシステムに合わせて使えな

いということもございましたので、申しわけないのですが、航空写真の作成のとこ

ろの経過については私の引き継ぎの中にも記憶にないので、不確かなお話になるか

もしれませんけれども、いずれそれらの情報を総合的に各課が共通に有効活用して

業務の遂行に当たりたいということで、この事業をやったのかなというふうに認識

しています。ですから、このデータについてはそれこそ実際目で見て状況を確認で

きるというのは大変すばらしい成果が出ていると私は思っておりますので、いずれ

検証は必要だと思いますけれども、今後につきましても１，３００万円の価値があ

るのかないのかも含め検証しながら、次回やるかやらないかも含め検証したいと思

いますし、委員がおっしゃるように民間から必要なデータを取得した場合との比較

もあわせてやっていく必要があるのかなと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） ぜひ検討していただきたいと思うし、今のお話を聞いていれ

ば全自治体がやっているのではなくて、軽米町としてのそういう評価、未評価の関

係の中で発生したというか、思いついたやり方と聞きますから、多分財源としては

一般財源ではないかなと思います。そういう意味では、必要なデータで求めている

データがゼンリンの中ではそのデータを持っていると思うので、彼らは住宅地図を

つくるためにあれだから、独自で撮影するよりはずっと買える情報ではないかなと

思いますので、その辺をまず検討していただきたいということで要望しておきたい
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と思います。 

    ２つ目は、その下の軽米町再生エネルギー発電の業務委託料の関係です。これで

できた基本計画の推進協議会での議事録も資料として配付されています。このとき

私、最後の年度末の推進協議会、基本計画をつくる最後の会議になったわけですけ

れども、これについてその翌日の岩手日報でもやんわりと指摘もしておきましたけ

れども、いろんな異論がある中で、私から見れば強引な形で打ち切った基本計画の

会議だったと思います。それで、この議事録の、今その内容があらわれていません

けれども、ここで決めなければだめだという感じでやった中身で、十分な委員の人

たちの意見を反映させたということにはちょっとほど遠い中身ではなかったのか。

それが結局住民的な合意とか、いろんな納得できない部分とかという形で、消化不

良の形でやった嫌いが私は感じています。そういう意味で、こういうものをつくっ

ていく、期限が決められているというのもあったかもしれませんけれども、その進

行状態に対しては非常に私は遺憾に感じているところなのですが、町長から会長と

して質問を打ち切って、きちんとした決もとらないで、これでいいですねという感

じで終わらせた会議について、やり方として自分で反省点がないのかどうかという

のをひとつお聞きしたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 山本賢一町長。 

〇町長（山本賢一君） この推進協議会におきましては、大変皆さんから活発なご意見等

いただきました。そういった点では、非常に私は皆さんのご意見は拝聴できたかな

というふうに思っております。最後５回目でございますが、出席者も非常に多く参

加していただきましたし、それからまた全員の方々からご意見等いただきまして、

総体的に皆さんこの事業に対しては賛成というような、そういうふうな私認識でご

ざいましたので、最終的にこういうふうな結論を出させていただいたと、こういう

ふうなところでございます。私は最終的にいろいろご意見はいただきましたけれど

も、そういう中では総意は入れれたかなというふうな判断でもって、閉じさせてい

ただいたわけでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 今、戦争、安保法制も決めるときには決めると安倍首相が言

っていますけれども、何かそんな今回の方法と同じような感じを受けているところ

もありますけれども、軽米町の将来にかかわるというか、町長としても大きな大事

業、再生可能エネルギー、そういうときというのは特にも町民の理解、納得という

部分が一番大事なところではないかなと思っていますけれども、そういう意味での

やり方に対して私は非常に遺憾だと思っています。そのことについて、さらに答弁

は求めません。 
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    次に移りたいと思います。それと関連はしていますけれども、この再生可能エネ

ルギーも前にも指摘したのですけれども、仕事人倶楽部、それからシリアルパウダ

ーの流通拡大も付加価値推進事業も仕事人倶楽部、特産品パッケージデザイン企画

制作業務委託料も仕事人倶楽部、そしてこれは直接ではないかもしれませんが、総

合戦略会議の中に仕事人倶楽部の常連のメンバーである齋藤先生がまた委員長にい

らっしゃる。私は、そういうふうに齋藤先生どうこうというのではないのですけれ

ども、何か一つの仕事人倶楽部というところに偏るというのは変ですけれども、も

っと多様な形での、例えばコンサル業務でもあれですし、いろんな形に仕事人倶楽

部オンリーになってしまっているのではないかなと。そういう面での私は弊害とい

うか、もっと発想そのものが狭い形になるのではないかなと心配しているのですけ

れども、これからの企画、コンサル等々、基本的には本当は職員がやればいいので

すけれども、なかなかそれは専門の分野でできない部分があると思うのですけれど

も、多様な形でのコンサル業務とか委託という考え方が今非常に必要ではないかな

と思うのですが、その点についてお伺いしたいと。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） １つのところにお願いし続けるというのは、私は現在のとこ

ろ弊害があるとは思っていないのですけれども、今後においてもそのようなことが

続けば弊害が出てくるかもしれません。仕事人倶楽部にお願いしているというとこ

ろは、１つが総合発展計画をつくったということで、軽米町の事情に大変詳しくて

いらっしゃいます。今計画等策定する場合の私たちの取り組み方なのですけれども、

基本的考え方は町がやっています。それで、お願いしているのは補助業務的にアン

ケート調査をやったりしたときの分析業務だとか、付随した資料を集めたりするこ

とについては仕事人倶楽部にお願いしているというところが、まず仕事人倶楽部が

行ったからこうやっているということではないというのだけはご理解いただきたい

と思います。まとめ方として齋藤先生にお願いしているわけなのですが、齋藤先生

はご意見をいただくこともございますけれども、どちらかというと話されている委

員の皆様の発言をまとめていただいて、総括していただく能力にすぐれた方だなと

私は思っておりますけれども、そういう点は先生にお願いしてよかったのかなと思

っております。 

    いずれにしろ弊害が出る可能性があるということはそのとおりかもしれませんの

で、今後のそういうふうなコンサル業務等に関しては、ほかの業者を全然当たって

いないというわけではないのですが、価格的にも実は仕事人倶楽部が非常に安い価

格で応札してまいりますので、根拠として一応見積もりを徴収してやっておるわけ

なのですけれども、今後については今まで以上に留意しながら進めてまいりたいと

思います。 
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    以上です。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） わかりました。答弁は了としたいと思います。 

    あと、さっきもちょっと話が、特産品等パッケージデザイン企画制作業務委託料

の関係であります。１００万円で、先ほどの総務課長の答弁だと３種類ぐらいのパ

ッケージデザインを委託したと。総務課で委託して成果品をもらって、その中には

デザイン料と印刷とかとあると思うのですけれども、製品のデザインをするときは

役場の製品だったら当然のこと、委託料として役場でお金支払いしなければならな

いのですけれども、ただ産業開発とかそれなりの団体とかあるかもしれませんけれ

ども、産業開発の場合は産業開発から委託するとかという形にしないと本当にどう

なのか。結局パッケージというのは商品のパッケージなはずです。商品というのは、

つまりそれを売って利益を上げるというものですから、それをつくるためのパッケ

ージなので、そういうのがやっぱりきちんと業者なり団体なりの利益を得るための

ものに使われるものですから、ある意味では厳密に、お金がなかったり力がないと

ころに対して援助するというのは当然必要だとは思いますけれども、その形がこう

いう委託料という形で、総務費の中から出るというのはちょっといかがかなと思う

のですけれども、その点についてお聞きしたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長…… 

             〔「ちょっと休憩お願いできますか」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 休憩します。 

               午後 １時１８分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時１９分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） たびたびのおわびで、全く本当に隠れたい心境なのですが、

名称が誤っておりました。再生可能エネルギーの策定委員会の委員謝礼でございま

す。これに関しましても大変申しわけありません。後で名称のところにシールを張

らせていただきたいと思います。申しわけございません。 

〇委員長（細谷地多門君） ７０ページの、では…… 

             〔「イコールというのは、再生可能エネルギー推進 

               協議会に直ればいいということですか」と言う 

               者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ７０ページの自然再生エネルギーというところ。 

〇総務課長（日山 充君） はい、申しわけございません。もともとのシステムの中にこ
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の名前が多分入っていたのかと思います。申しわけありません。確認が悪かったの

ですが、本当にそのとおりでございます。 

〇委員長（細谷地多門君） では、後で訂正ということで。 

〇総務課長（日山 充君） それから、先ほどの件でございます。この事業は、過疎地域

等自立活性化推進事業の中で、軽米町の特産品となり得る雑穀等を商品化として過

疎の解消に向けていきたい、６次産業化を図っていきたいという事業の一連の中で、

商品とするためにはパッケージまでつくる必要があるということで取り組んだもの

でございます。これは産業開発の商品のためにつくったパッケージではございませ

んので、軽米町の業者で、サブレであれ、そういうふうなのをつくってパッケージ

を使いたいということであれば、そちらのほうに使っていただくことは全く可能な

ものでございます。商品化、いろいろな商品がこれまでに試作をさせていただいて

きているのですけれども、私前に産業振興課にいたときの悩みが、こういうふうな

商品はどうですかというお話をしてもなかなか、ではそれをうちつくってみようか

という方を見つけられないというのが最大の悩みでございましたけれども、それは

それとして、商品化できるようにパッケージまでつくったというものでございます。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） これ独立して委託料ですから、登録はしていないけれども、

商標というか、デザインの権利みたいなのは役場にあると、役場で使用権をその人

たちに無償で提供したという形で考えれば。 

〇総務課長（日山 充君） はい。 

〇１２番（古舘機智男君） そういうのはそういうこともあるということも含めて、悪い

ことではないと思いますけれども、何かデザインを委託して、１００万円かかって

やったので、完成、成果品は、町民誰でも自由に使えるとなったら別ですけれども、

特定の人しか使えないものであれば、やっぱり一定の商標を無償譲渡するというか、

そういう形にきちんとしておかなければならないものではないかなと思いますので、

よろしくお願いします。 

    それから、先ほど中村委員から袋、何かいいデザインでという話なのですけれど

も、関連してお聞きしたいのですけれども、いろんな事業、前にもあってあれだっ

たのですけれども、例えばうちもそういう意味では特産品みたいなのをつくってい

ますし、いろんなところでもやっているところがあって、共通の買い物袋というか、

包装袋みたいなのというのはなかなか独自でつくれないので、要望としてもいっぱ

いあるのです。こういうものだと使える、例えば軽米町だったら軽米ブランドの認

定というのをやっていますけれども、そういうときとかには、自分で独自で、さっ

き言ったデザイン料も含めて袋つくるには大変なことなので、そういう一定の基準
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を決めて、共通の買い物袋をつくるというのは、やっぱり軽米町を発信する上で非

常にいいことだと思うのですが、なかなかそういうのがちゃんとしたのは、ここで

はできない、でも共通のやつだったら安く共通で使えるというのもあると思うので、

そういうのを商工関係のほうになるかもしれませんけれども、今ちょっと出てきた

ものですから、関連としてぜひ検討願いたいというのを要望だけしておきたい。 

〇委員長（細谷地多門君） 要望で。 

    茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 関連ですけれども、確認ですけれども、特産品パッケージのデザ

インの委託料ですけれども、そうすればドレッシングのパッケージはアマランサス

ドレッシングのパッケージと理解していいのですか、そういうものではないという

のか。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） ここでつくったデザインを産業開発が無償で使っているとい

うことでございます。ですから、ドレッシングを創年のたまり場で製造しているわ

けで、創年のたまり場のパッケージとしてもあれは使えるということでございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 私もちょっとパッケージの商標というか、それの認定とかなんと

かというのはよくわかりませんけれども、そうすれば役場でそれをとって使ったと

いうことになれば、責任というか、そういうようなのは別に……そういうような問

題ではないということでしょうか。それを使っているのなら産業開発かどこかとい

うのは、どういうものなのですかね。そこら辺ちょっとわからないのですけれども。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 今回問題になったというのは中味の問題であって、例えばパ

ッケージが類似のパッケージ、商標ではなくてロゴの関係が、類似のものがあると

かというのが大きく問題になっていますが、そういうふうなトラブルが生じたとき

は軽米町が責任を負うことになると思います。ただ、今回の作成に当たっては類似

の商品等のパッケージは、デザインは調べていただいてつくったものでございます

ので、そこは大丈夫なのかなと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 通常であれば販売者と製造元がついているのですけれども、今回

のには製造元がついていなかったので、その辺もちょっと私もわからないものです

から。何か販売者の後にローマ字というか、記号で何とか、ＭＬとか何だかとつい

て、それが製造者の省略なのかな、そういうふうな……ちょっとわからないもので

すから、わかれば教えていただきたい。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 
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〇総務課長（日山 充君） 私も詳しくはわかりませんけれども、いずれ企画といたしま

してはラベルのデザインで、製造者、販売者というのは後から文字入力するだけの

話でございますので、版としてそこまでつくってしまえば、もうそれは個人としか

使えないわけなのですけれども、名称とか製造元については後で修正ができるよう

です。 

〇委員長（細谷地多門君） まだありますか。 

    茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） そうすれば、産業開発が販売元だから責任があるということで理

解していいですよね。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 責任問題の話をしていいのかどうかあれなのですけれども、

いずれ販売元として産業開発が出ているので、それは産業開発のほうに責任があり

ます。 

〇７番（茶屋 隆君） はい、わかりました。 

〇委員長（細谷地多門君） ２項企画費、まだある。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） ボリュームがある企画費なので。決算書の７４ページに、一番上

に小型除雪機購入費２６５万９，０００円というのがありますけれども、企画費の

中で備品購入というのはどこに使うための小型除雪機なのかなというのをちょっと

想定できないのですけれども、まず何のための除雪機なのかということを１つと。 

    あともう一つ、補助金のほうの農家レストラン運営費補助金７６万５，０００円、

この補助金がどうのこうのではないのですけれども、農家レストランの運営状況を

お聞かせいただければと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） わかりますか。休憩…… 

             〔「お願いします」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 休憩。 

               午後 １時３０分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時３０分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） 小型除雪機のご質問にお答えしたいと思います。これは、町

内の行政区の方々から使っていただくために、コミュニティー助成事業で購入した

小型除雪機でございます。管理は地域整備課のほうで行っておりますが、要は地域

協働というのですかね、住民の方々が除雪をするために使う除雪機を買って、それ
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を貸し出ししているというものでございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） その内容についてですけれども、町民の方がどれだけ知っている

のかなというのが１つですけれども、どういうときに貸していただけるのかな。あ

と、どういう人が、個人的なものでもいいのか、それの使用規定等を決めていらっ

しゃるのかなと。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） それについても資料を後で出させていただきます。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） ちょっと関連するけれども、別なことで。 

    高速バスの関係も担当だと思うので、ここにはないのですけれども、６月の補正

で何だか高速バスの停留所のトイレを改修する予算がついていたようですけれども、

私もちょくちょく高速バス利用するので、それがあったので、どこにトイレがある

のかなと思って見たのですけれども、見つけれなかったのです。標識がまずない、

そういうふうなところに予算をかけるということ自体が本当にいかがなものかなと

いうふうに思っていましたけれども、どこにあるのですか、実際。 

〇委員長（細谷地多門君） 総務課長。 

〇総務課長（日山 充君） 停留所があります。鉄工所がありますよね、左手のほうに。

鉄工所の脇の通路を入っていただいた奥のところにあるのです。 

〇２番（中村正志君） 一番奥、稲森板金と鉄工所の間の。そこかなと思って、私も行こ

うかと思ったけれども、時間がなかったので行かなかったのですけれども、暗いで

すね。電気がありますか。行かなかったから場所はわからないですけれども。何か

トイレあるのだったら、トイレがどこにあるか標識が普通なければならないのかな

というふうに感じていたものですから。前にある議員があそこにトイレがないから

トイレつけたほういいよという、何か一般質問があったみたいなので、私もともと

ないものだと思っていたら、あったのを今は改修しようとしていたということだか

ら、何かあるものを周知もしないで、ただ金をかけているというふうなのはちょっ

といかがなものかなというふうに思っていたので、その辺は検討する必要があるの

でないかなと思いますので、よろしくお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） 日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） そこは借地でございますが、所有者の方のお考えもあったり

して今のような状況になっているのですけれども、やはりせっかく整備した施設で

ございますので、利便性の部分を考えて所有者の方と相談しながら、わかりやすい

ような形にできればいいのかなと思います。 

〇２番（中村正志君） では、残ったのは後で、忘れないように。 
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〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか、あと。 

〇総務課長（日山 充君） では、先ほどご質問のあった件で、何件かわかった点があり

ますので、ご説明してよろしいでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） はい、日山課長。 

〇総務課長（日山 充君） ふるさと納税の関係でございますけれども、平成２６年度は

余りふえていないのはなぜかというようなご質問だったかと思います。実は商品を

グレードアップしたのは年度の最後のほうだったそうでございます。それで、なか

なか周知もできなくて件数も伸びなかったのかなという形でございますが、ただ平

成２５年度がふるさと納税という形で、町内の方が実は３６万円という高額の納税

をされています。それの関係が大きかったものですから、平成２６年度がちょっと

少なくなったような形に見えておりますけれども、件数的には在外の部分であれば

３件ほどふえているという状況だそうでございます。 

    それから、空き家の調査結果、舘坂委員からのやつはごらんのとおりのものでご

ざいますが、これには空き家になっているのだけれども、物置等で使っているもの

も含まれているそうです。ですから、完全な空き家がこのぐらいということではな

いということをご理解いただきたいと思います。 

    それから、マイナンバー制度に係る支出の見込額につきましては、資料で出させ

ていただいておりますけれども、実は平成２７年度の真ん中の行については歳入の

見込みが書いてありません。それから、一番最後のやつも入っていないのですが、

これはまだ国から示されていないことから未定ということでございますし、今年度

の支出が見込まれるのが米印の下のものでございますが、現在当該経費の補足が困

難なものとしては二戸広域の負担金の部分だとか顔認証システムの部分、通知カー

ドの戻した人への発送経費等についてはまだ把握できていないということでござい

ますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） では、ふるさと納税の部分ですけれども、今年度の分は後でよろ

しいですので、もし状況を教えていただければ。 

〇委員長（細谷地多門君） 企画費、終わっていいですか。まだある。 

    山本委員。 

〇１３番（山本幸男君） 資料の説明をお願いしたい。軽米町における再生可能エネルギ

ー事業計画・認定等進捗状況（２）というのと、それから再生可能エネルギー利用

計画認定等の進捗状況というの、この２つについて、全体の面積が２，２００から

五百何ぼ減ってというような形の今回の資料の提出ですが、いとも簡単に５００町

歩も減るというようなことがよく簡単にできるものだなというような感じを正直持
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っております。というのは、ことしの１月の新聞では軽米町に、１月という時期は

そういう月でありましたが、最大級のメガソーラー計画というようなことで大々的

に新聞でも載せられ、町長もコメントをして、全体として２，２００規模の計画と

いうようなことですが、今回は５００町歩減額というか、５４８町歩の減というよ

うなことでございますが、どうも町民的説明責任というのが問われる問題ではない

かなと私は思いますが、その辺についていかがなものか。この資料の説明とあわせ

て、その考え方もお知らせ願いたいと思います。 

    また、この資料の横に、四角になっているやつを見ますと、笹渡、長倉、小松、

向川原・軽米駒木という部分については、例えば工事着手は前回未定、それから稼

働は具体的な数字も載っておりましたが、今回は稼働の予定も未定という形になっ

て、後退しているというようなことで、実際この事業ができるのかなというような

心配もしております。したがって、この資料の説明は、鶏ふん発電についてはまず

別といたしまして、その他の軽米西、東の林地開発の協議中とか検討中とか、それ

から契約のまとめとかというようなことはどんな段階で進んでいるのかというのを

説明していただきたいと思いますが。 

〇委員長（細谷地多門君） それでは、資料の説明。 

〇総務課担当主幹（平 俊彦君） それでは、ただいまの山本委員のご質問に対して、資

料のほうでご説明したいと思います。 

    ９月定例議会資料ということですけれども、まずメガソーラー事業施設区分でご

ざいますけれども、軽米西、それから東のほうなのですけれども、これが山内地区

に株式会社レノバのほうで計画されている事業でございますけれども、現在の進捗

状況ということで、林地開発の協議中ということでございますけれども、基本計画

を町のほうで立てているわけでございますけれども、再生可能エネルギー法を活用

した林地開発関係なのですけれども、町のほうに事業者のほうから設備計画の認定

の申請が出されまして、通常は林地開発のほうは県の許認可事項でございますけれ

ども、町のほうで林地開発の関係なのですけれども、再生可能エネルギー計画のほ

うの設備計画の同意ということで、協議書のほうを９月４日に県のほうに提出して

おります。ということで、林地開発のほうなのですけれども、協議中、いずれ県の

ほうはこれに対しまして森林審議会の部会のほうなのですけれども、かけていただ

いて、町のほうにその可否といいますか、意見のほうを返答していただくわけなの

ですけれども、そういう意味で協議中でございます。 

    それから、軽米東ソーラーのほうなのですが、現在林地開発準備中ということで、

東のほうは林地開発申請等なのですけれども、西のほうと１年間おくれる、工事の

関係なのですけれども、１年置いて事業を進めておりますので、現在細かい設計等

を林地開発の協議に向けて準備中ということでございます。 
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    それからあと、小軽米地区につきましては今農地転用の準備中ということで、協

議中ということなのですが、地目のほうは山林なのですけれども、現況的に過去に

１０年ほど前まで耕作しておりました牧草地ありまして、その関係で今県のほうと

農地転用の協議を進めております。 

    それから、米田地区につきましては、これも林地開発の準備中なのですが、航空

測量のほうを春終わりまして、設計関係の事業者が決定になったということで、大

体なのですけれども、今後１年ぐらいかけて、来年の林地開発の申請ということで、

その準備中ということでございます。 

    それから次に、認定等の進捗状況の（２）ということでお上げしました資料のほ

うなのですが、関連しますけれども、笹渡地区、それから長倉・戸草内、小松、向

川原・軽米駒木の関係でございますけれども、６月時点といいますか、当初合計１，

４００ヘクタールほどございましたけれども、１月１３日だったでしょうか、新聞

報道で事業計画１，３００ヘクタール、１，４００ヘクタールとなったわけなので

すけれども、この面積は当時大ざっぱといいますか、事業者がそのエリアをやりた

いということで希望的に、ちょっとなんなのですけれども、そういうエリアのくく

った面積が１，３００ヘクタール、１，４００ヘクタールということで、それが新

聞報道になったということで、その後このエリアにつきましては事業者のほうで地

権者の契約とか同意等、交渉した結果、事業計画に対しまして同意を得られなかっ

た方がいらっしゃったと、そういうふうな理由でこの４カ所とも事業面積、それか

ら発電規模のほうが減少しているのが理由でございます。 

    それからもう一つ、事業面積の変更によりまして稼働予定に変更があったわけな

のですけれども、経産省の届け出のほうは済んでいるわけなのですけれども、今東

北電力と協議中なのですが、軽米町には送電線２本走っているわけなのですけれど

も、軽米町で走っている２本の線のほうは東北電力の容量的な部分が手いっぱいと

いうことで、今八戸とか、もっと遠いところから引っ張るような電力の協議を進め

ておりまして、その協議のほうの関係で東北電力の承諾がおくれていると、そうい

うことで未定ということに変更になっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 説明がありましたが、よろしいですか。 

    山本委員。 

〇１３番（山本幸男君） わかりましたと言いたいところですが、ちょっと事業主がエリ

アというような形で想定した面積がというふうなことでございますが、しかしなが

ら全体的に見ますと前の事業と連動して、今まで出された資料は２，２００ヘクタ

ール、そういう形で来ましたので、それだけではやっぱり町民に説明がつかないの

ではないかなと、そう思いますが、町長の考え方を教えてもらいたいと思います。 
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    また、あわせて先ほど稼働という、６月の定例会の資料から後退をして未定とい

うような形になったものの説明も今ありましたが、どうも安易な報告に聞こえ、ま

たこの事業自体が進むことが困難ではないかなというような印象も受けたりします

が、いかがですか。 

〇委員長（細谷地多門君） 山本町長。 

〇町長（山本賢一君） 今回の太陽光発電の場合につきましては、林地での実施でござい

ますので、当初事業者は等高線と申しますか、そういった中で傾斜地とかそういう

のを勘案して、ほぼ実施できるのではないのかなというふうなところの規模と申し

ますか、事業規模で進められておったわけでございますが、実際現場に入ってみる

と、傾斜地、それからまた岩、岩石、さまざまな障害物と申しますか、そういった

ものが現場に入ればあったそうでございます。そういった中で、実際的にパネルを

設置できる場所というのはかなり限られてきたというふうなことで、このような規

模というか、なっているのかなというふうに私も考えております。業者の説明をお

聞きしましてもそういうようなご説明でございますので、それはそれとして、これ

はやはり現実性が、実際実施可能地というところをきちっと特定しながらやってお

るわけでございますので、こういった変遷と申しますか、変化はあるのではないの

かなというふうに私は考えております。本当に進む過程がご懸念でございますが、

どの業者からお聞きしましてもしっかりと進めるというお話でございますので、私

は進んでいくものと思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

             〔「関連して」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 今ので関連ですけれども、私も今新聞を読み返していて、軽米町

にメガソーラー、国内最大級を計画ということで、これは隣を見たら折しも軽米町

長選挙告示という、前の日の調印式でしたけれども、ここには候補地は笹渡ほか、

４カ所ですけれども、総事業費１，５００億円、着工から４年程度で完成させ、３

０年間以上の稼働を目指す、施設管理など約２００人の雇用を見込むというような

ことで、総務課長は思いきった再生可能エネルギー政策が町活性化の大きなインパ

クトとなると期待している、このようなことで調印式が行われたということなので

すけれども、何か今の説明を聞いていればもっと安易……何も決まっていないこと

が新聞に載ってしまって、その後の選挙戦だったわけですけれども、そういったこ

とを考えれば果たしてどうなのかなと思って、やっぱりこういうふうなことをやる、

町民も期待した部分もあったと思いますけれども、そこら辺も町長にもっと責任が

あるのではないかなと思いますけれども、選挙公約ではなかったと思いますけれど
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も、そういうことも町長は訴えたと思いますけれども、ただ事業主体が実際に見た

らできなかった、それだけではちょっとうまくないのではないかなと思いますけれ

ども、その辺はどのようにお考えですか。 

〇委員長（細谷地多門君） 平主幹。 

〇総務課担当主幹（平 俊彦君） ただいまの茶屋委員の区域のことについてですけれど

も、ちょっと私の舌足らずで誤解があったようなのですけれども、事業者のほうは

希望的にぜひともやりたいということで、そういう規模で事業を進めて、その後何

回か地域の説明会、地権者の同意ということでいろんな努力を半年以上、現在も地

権者の取りまとめを行っているわけなのですけれども、今現在の見通しだと、当初

の計画から半減とは言いませんけれども、６割程度に減になったということで、事

業者のほうは今後東北電力の連携とかいろんな分検討しながら、事業のほうはでき

るだけ、当初の計画とはいきませんけれども、こういう規模で現在のところ事業を

進めたいということでございますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 最初にこれが発表になったときに、１，３００ヘクタールといっ

たとき私も疑問に思いましたけれども、現在進んでいる部分でも４５５ヘクタール

ぐらい、山内地区だけで４５５ヘクタールですか、そのほか入れれば結構な部分で

すけれども、この間も一般質問のときに申し上げましたけれども、果たしてこの林

地開発の部分でどうなのかなと一番心配していますけれども、ましてこっちの新し

い部分に関しては地元の方たちでも「いろいろどうなんだべ、大丈夫なんだべか」

と聞かれますけれども、すごく私自身がどう答えていいかわからないのですけれど

も、そういった部分ではこの新聞に載った時点で１反歩何ぼの借地料、それが入る

んだというような手法、そういうのが先行してしまっていて、今になったらやめま

すとかなんとか、どうなっているのだ、契約も８月二十何日にそういったのが来る

と言っていたけれども、何も音沙汰がないとか、そういったことも聞いていますけ

れども、そういったことを考えれば何か非常に不安を感じますけれども、大丈夫だ

という強いものがあればお聞かせいただきたいと思いますけれども。 

〇委員長（細谷地多門君） 山本町長。 

〇町長（山本賢一君） 何回も繰り返すようでございますが、やはり現場が林地でござい

ますので、こういった変遷はつきものというか、あるというふうなことでご理解し

ていただきたいと思いますし、現段階でそれぞれの事業者頑張って進めておるよう

でございますので、お聞きしますとしっかりやっていくというようなお話でござい

ますから、私はしっかり進んでいくのかなというふうに思っております。 

    以上でございます。 
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〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） この間一般質問でも述べましたけれども、まず山内地区の西のほ

うが今進めていますので、ぜひ林地開発、今申請を出しているということですので、

それが許可がおりれば、初めて工事が見えれば皆さんご安心すると思いますので、

ぜひそういうふうな形で、今出してだめなら来年になってしまうとかというような

説明でしたけれども、そういうことがないような形で出しているとは思いますけれ

ども、そういうふうなことで進めていただくことを要望申し上げまして終わります。 

〇委員長（細谷地多門君） 企画費終わっていいですか。まだある。 

    大村委員。 

〇８番（大村 税君） 関連でありますが、ここで再生可能エネルギーの誘致、推進にか

かわる取り組み経過の部分が資料で来ておりますが、ここで私ちょっと尋ねたいこ

とは、スカイソーラージャパンの軽米・尊坊地区の発電の計画のところでございま

すが、用地調印式を去年の１０月１９日に三者が立ち会いのもと、大々的に報道さ

れ、進む状況にあるなということで、調印式をしたと私は認識しておりますし、そ

の後進みぐあいが見えてこないのがどういう状況か、林地開発がまだ進まないのか、

私の考えはそうなのかなと思いますけれども、ただそれのみではなくて、やっぱり

事業説明も行っているわけですよね。それが依然として見えてこないというのは何

が原因なのか。 

    また、以前再生可能エネルギー事業についての太陽光発電については、町長もみ

ずからがスカイソーラージャパンの事業が先行している、先行しているとずっと機

会あるごとにお話ししておったというのを私は記憶しております。その後、山内地

区もまだまだ遅い、もっと山内地区のほうも町として誘致企業の一つとして取り組

むべきだということも私は主張してきた記憶を持っております。そういうふうな中

で、他の、山内地区の西と、それから東とありますが、ここでは調印式がまだ進ま

ない部分が今一番先行していましたというような説明もあるわけなのですが、その

整合性はどうなのかね。その辺がちょっと疑問視するところなので、ご説明願いた

いと思いますが。片方が調印式を終わって、これももう１年前だと、今年度で事業

説明を行っているわけですね。それにしてもまだ進まない要因が何か。山内地区の

ほうは全然調印式もまだ済んでいないのに進んで、申請があって事業に着手するめ

どが云々というのは、この整合性が私とすれば理解に苦しむところがあると思いま

すので、説明をお願いできれば理解し得ると思いますので、よろしくお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） 答弁いいですか。 

    平主幹。 

〇総務課担当主幹（平 俊彦君） ただいまの大村委員の質問にお答えいたします。 

    スカイソーラージャパンのほうは軽米西山地区あたり、尊坊地区、高家地区、３
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カ所の事業計画があるわけでございますけれども、昨年６月には建設用地の調印式

ということで、役場のほうで尊坊地区のほうでございますが、賃借契約を締結しま

して、調印式という形でございましたけれども、しております。それで、尊坊地区

のほうなのですけれども、事業のほうがおくれているというわけでもございません。

ことしの春設計業者とか建築業者の、実際工事をやる業者が決まりまして、そして

その後、即ヘリコプター飛ばしまして設計のほうに入っていまして、いずれそこか

ら始まるということになれば広大な面積なものですから、林地開発に向けて１年ぐ

らいかかるということで、それからもう一つなのですが、環境影響評価のほう、小

軽米の尊坊地区のほうにつきましても春から、動物とかそういう調査を進めており

まして、今回レノバのほうは進んでいるようなのですけれども、いずれ尊坊地区の

ほうも来年の林地開発の申請ということで、事業のほうは進んでおります。 

    山内地区のレノバにつきましては、調印式といいますか、特殊と申しますか、山

内地区の地権者、個人地権者というよりもご存じのとおり、森林生産組合というこ

とで、４５０ヘクタールのうち八、九割といいますか、３００ヘクタールぐらい組

合の所有地ということで、そういう関係で実際調印式は行っておりませんけれども、

契約のほうを進めてやっているということで、事業者間を比較すれば動きといいま

すか、場所とか、それからそういうのもありまして調印式を結んだ、結んでいない

といいますか、どちらも林地開発なり工事に向けて現在着々と進行中でございます

ので、よろしくお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） 大村委員。 

〇８番（大村 税君） いろいろな問題があってという説明がございましたが、調印式と

いうのはかなり信頼性を負うので調印するというのが私の認識でございまして、今

お話になったのは環境についてもまだ云々くんぬんというので進められているので

あれば、行政がかかわって調印式することは、そもそも全てがクリアして調印式に

挑むのではないかなと、浅はかな考えですけれども、私はそう思うのですが、いか

がですか。去年の１０月１９日に調印式しているのですよね。それは、町は今再生

可能エネルギー発電事業を誘致するという段階で、いろいろと議員の皆さんが心配

をして、大雨が降ったときはどうか、あるいは環境、自然の鳥獣類のあれはどうか

ということも質問している中で、やはりそれを町としてもそういうことをきっちり

と捉えて調印に挑むべきが筋道ではないかなと私は思うが、それは違うのかね。そ

の辺も説明してもらえれば。やっぱり行政は町全体の全てのものを調査なり想定な

りして、それをきっちりと業者にもお話をして、また地権者とも説明をして調印に

至るのではないかなと、それぞれの公共事業というか、そういうのはそういうふう

なルールであると思いますし、またこれも町の事業としての取り組みということで

ありますので、その辺はただ立ち会えばいいルールであるのか、お尋ねしたいので
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す。 

〇委員長（細谷地多門君） 調印式について、タイミングについて。 

    平主幹。 

〇総務課担当主幹（平 俊彦君） スカイソーラージャパンの尊坊地区の調印式でござい

ますけれども、昨年の１０月１９日に調印式を役場のほうで行っているわけでござ

いますけれども、これにつきましては先ほどの説明で、説明不足だったかと思いま

すけれども、建設用地の調印式ということで、事業者と、それから地権者の賃貸契

約したという意味での調印式でございます。それで、なぜ１０月１９日かといいま

すと、いずれスカイソーラージャパンの事業につきましては次に高家地区もあるわ

けなのですけれども、同じ平成２６年１０月１９日に地権者説明会を行っておりま

す。向こうの社長から役場のほうに来ていただきまして、小軽米の地権者と契約を

して事業を進めるということで、確約する意味での契約、そしてその後は高家地区

の地権者の方々に事業の継続ということで社長のほうから説明しております。ちょ

っと話が長くなりましたけれども、ちょうどその時期、東北電力の容量の関係とか

接続、それから連携承諾の関係がおくれて、国の施策等でちょっと翻弄された時期

でございましたので、高家地区の地権者に対しても、皆さんその時期、本当に国の

許可といいますか、電力とかそういう中で事業が確実にできるものか、そういう意

味合いもありまして、この時期向こうの事業者の社長に来ていただいて、事業を継

続すると、それを確約するような意味も含めて１０月の時期に調印式といいますか、

説明会を開催したと。 

〇委員長（細谷地多門君） 大村委員。 

〇８番（大村 税君） 詳細にるるご説明いただきまして、私がお尋ねするのは、行政が

立ち会って三者が調印したと、印鑑を交わしたのでしょう。その重みというものを

私は聞いているのです。町の環境汚染やら人災害やら、全てのものを把握して町は

調印したと思うのですが、地権者と業者は地権者協力ですけれども、それがこれか

らの事業としても非常に問題だということを議論して言っているのでしょう、今ま

で。調印式の重みというのは、町がかかわって一緒に調印したという重みがどうな

のか、私は教えてもらえればということで質問しているのです。だから、高家地区

とかそれではなくて、建設用地調印式というのは、その重みはどうなのか教えても

らいたいのです。町長でもいいです。どのような重みを持って調印に挑んで三者が

調印したかということを。わかればこれからの進め方も。 

〇委員長（細谷地多門君） 平主幹。 

〇総務課担当主幹（平 俊彦君） たびたび私のほうが説明不足で申しわけございません。

建設用地の調印式ということでございましたので、通常は三者で立地協定とか、そ

ういう締結を結ぶ場合もございますけれども、今回のスカイソーラーの１０月１９
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日の調印式につきましては、事業者と、それから地権者が賃貸、２０年間借りると

いう契約書を締結したと、締結調印でございまして、町のほうは判こをついていな

いというか、立地協定のほうはまだ締結しておりません。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっとかみ合わないな。ちょっと休憩します。 

               午後 ２時１０分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時１０分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    平主幹。 

〇総務課担当主幹（平 俊彦君） もう一つ、申しわけありません。ちょっと説明不足で

ございましたけれども、今のメガソーラーの事業としましては山内地区の西が進ん

でいるわけでございますけれども、先ほどご質問にお答えしたとおり、今林地開発

の協議のほうを進めているわけなのですが、林地開発のほう、通るといいますか、

そこのところがはっきりしないと林地なり細かい立地協定のほうは締結できないと

いうことで、事業者のほう、山内の上なのですけれども、林地開発の協議ができれ

ば対外的にそこで、事業というのは莫大、膨大な事業費があるものですから、そこ

が通るということで確定した段階で金融機関、銀行のほうから承諾もあるものです

から、そこの時点がクリアした段階でないと皆さん方立地の協定はできないという

ことで、今後進めていきたいと考えております。 

〇委員長（細谷地多門君） 大村委員。 

〇８番（大村 税君） 調印式というのはもろもろをそろえてやるのが調印式と私は認識

……調印の種類がそれなら幾らありますか。協定ではない調印式とか、単なる立ち

会いとか、幾らありますかね、調印式の種類。私は、調印式は全てが行政の立場は

行政の立場を主張し、また地権者は地権者の立場、あるいは事業者は事業者の、そ

れが協議をして初めて調印式に結びつくものだと私は認識していますが、私の認識

が間違いであればこれから勉強していきたいと思いますし、今の平主幹の説明は協

定にはかなわなくて、ただ調印したというように私は捉えますが、違いますか。 

             〔「休憩して相談したら」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午後 ２時１２分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時２６分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    先ほどの大村委員の質問に対して答弁お願いします。 

    平主幹。 
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〇総務課担当主幹（平 俊彦君） 先ほどの大村委員の建設用地の調印式の件について、

再度説明します。 

    名称的に調印式ということでとり行わせていただきましたけれども、実際の中身

につきましては賃貸の契約なわけなのですけれども、事業者と、それから地権者の

賃貸の契約書、二者の契約でございます。地権者の方々から町のほうにもそれに立

ち会っていただきたいということで、町のほうが立ち会い、調印式といいますか、

契約のほうに立ち会ったということでございます。 

    それで、実際の調印式につきましては、今後山内地区、それから小軽米地区もな

のですけれども、各種の許認可、それから手続等調いましたら、事業者、それから

地権者、町の三者で正式な協定、調印を行いたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

    大村委員。 

〇８番（大村 税君） まず、この定義についてはまだちょっとのみ込んでいないのかな

と思いますので、今後また私も勉強しますし、また町としてもこれからまだスカイ

ソーラーのみならず、レノバ、ブルージャパンエナジーとかと、３社もあるわけで

ございますので、調印式、建設用地とか、あるいは協定調印とかといろいろあろう

かと思いますが、慎重に取り組んで、町民に対しての説明をきちんとできるような

進め方をしていただきたいと、そのことを申し上げて終わります。 

〇委員長（細谷地多門君） 要望でいいですか。わかりました。 

    以上で企画費を終了したいと思います。 

    ３項…… 

             〔「私のさっきの宿題は後でやりますか」と言う者あ 

               り〕 

〇総務課長（日山 充君） 資料が準備できた段階で、あしたにでも。 

〇委員長（細谷地多門君） 後ほどということで、お待ちください。 

    ３項徴税費。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ４項戸籍住民基本台帳費。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ５項選挙費。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） 選挙費は、特に決算の内容はいいのですけれども、来年も国の選

挙があると思いますけれども、それに向けてでもいいのですけれども、投票所の開

設、投票所今２４カ所あると思うのですけれども、昭和３０年から全然変わってい
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ない。今現在で、果たしてこれだけの２４投票所も必要なのかなというふうなこと

もちょっと感じているわけです。特に職員は対応しているわけですけれども、職員

の数も少なくて、投票所に行く投票のほうの数も大変だなというのは聞いておりま

すけれども、今や車社会であるし、期日前投票も非常に多くなっているというふう

なことを勘案すれば、もう少し２４投票所をまとめていくというふうなことも必要

ではないのかなというふうに感じるわけですけれども、その辺のところ、ただ今の

職員体制では、兼務体制では果たしてそういうのを考える人はいないなと思ってい

るわけですけれども、ただ課題として私は出させていただきたいと思いますので、

検討するのであれば検討していただきたいと。 

〇委員長（細谷地多門君） では、そのことについての答弁、いいですか。 

    日山局長。 

〇選挙管理委員会事務局長（日山 充君） 中村委員のご指摘のことは重々理解しており

ますし、事務方としましてはできればそういうふうな体制になれればいいなとは思

っておりますけれども、選挙管理委員の考え方、それからそれこそ廃止の対象とな

る地区の投票所の方々のご意見も十分聞きながらやっていかないと、やはり不満に

思われる方も中にはいらっしゃると思いますので、早急に対応できるかどうかは別

にして、いずれ選挙管理委員会の中でも検討はさせていただきたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

〇２番（中村正志君） はい。 

〇委員長（細谷地多門君） ６項統計調査費、ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ７項監査委員費。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 代表監査委員の方が今欠席していらっしゃるので、休憩中で

いいのですけれども…… 

〇委員長（細谷地多門君） 休憩します。 

               午後 ２時３３分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時３７分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    なければ、３款民生費、担当課のほうから説明お願いします。 

    中野課長。 

〇町民生活課長（中野武美君） では、主要施策の説明書５ページ、３款民生費、１項社

会福祉費の町民生活課部分に入らせていただきます。決算書では８８ページとなっ

ております。（１）、社会福祉事業、さわやかカップル祝金制度ということで、結
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婚を祝い、家庭生活の安定と地域福祉の向上を図るため、平成２６年度は商品券５

万円分を１９組のカップルに交付しております。決算額は９５万円となっておりま

す。なお、平成２５年度、前年度は２２組ございました。 

    続きまして、８ページの一番下のほうになりますけれども、福祉医療対策という

ことで、重度心身障がい者医療費給付費として決算額は２，５７９万２，０００円

となっているところでございます。 

    続きまして、９ページの２項児童福祉費の中の町民生活課部分になります。決算

書では９８ページとなっております。（１）、①のすこやかベビー祝金制度という

ことで、第２子に対して３万円の商品券を１４人分に、第３子に５万円分を９人に、

第４子以降に商品券プラス現金各５万円で、１０万円を４人に交付し、決算額は１

２７万円となっております。なお、平成２６年度の出生者数は４９名となっている

ところでございます。 

    続きまして、１０ページの（７）、一番上になりますけれども、福祉医療対策費

ということで、決算書では１００ページとなっております。内訳としましては、①、

養育医療給付費が３４万３，０００円、②、乳幼児医療給付費が７２７万９，００

０円、③、妊産婦医療費給付費が１９６万７，０００円、④、ひとり親家庭等医療

給付費が５５２万３，０００円、⑤、児童生徒医療給付費が３８８万１，０００円

となっており、総額で１，８９９万３，０００円の決算額となっているところでご

ざいます。 

    以上で町民生活課分の説明を終わります。 

〇委員長（細谷地多門君） では、健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） それでは、決算書は８８ページからになります。主要

施策の説明書は６ページから、高齢者対策福祉事業、①、高齢者及び障がい者にや

さしい住まいづくり推進事業、この事業は高齢者や障がい者等が自宅で生活できる

ように、住宅の改善を行うことにより自立の促進、家族の介護の負担を軽減したも

のであります。決算額は１９３万５，０００円、実施戸数は５戸となっております。 

    ②、福祉灯油費給付事業、この事業は在宅で生活する高齢者世帯、障がい者世帯

及びひとり親世帯のうち生活困窮世帯に対し、冬期間における暖房用灯油の一部を

助成することにより、高齢者世帯等の生活の安定と福祉の向上に努めたもので、決

算額は４８７万円となっております。１世帯当たり１万円の共通商品券で交付して

おります。 

    ③、長寿祝金、これは９０歳及び１００歳に到達した高齢者に対して祝金を贈り、

長寿をお祝いしたものでございます。決算額は３５０万円、決算書のページ数は９

０ページとなっております。 

    ④、敬老会、８０歳以上の高齢者の長寿を祝ったものでございます。決算額は９
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８万９，０００円、これは記念品とかアトラクションの謝礼金、あとお弁当代等含

まれております。 

    ⑤、緊急通報装置等の整備、設置台数が６１台、これはあんしんケアサポートに

委託し、在宅のひとり暮らし高齢者等の自宅に緊急通報装置を設置して、緊急時の

連絡体制を整備し、高齢者の安全確保を図ったものでございます。決算額は３１６

万５，０００円となっております。 

    ６番、ふれあい共食事業委託料、これは町内１２地区で実施され、延べ５３回開

催され、参加延べ人数は１，５３３人となっております。これは、地域で組織され

た実行委員体制により、実情に合わせた介護予防事業となっております。決算額は

１４２万１，０００円。 

    ⑦、生活管理指導員派遣事業、これは社会福祉協議会のほうに委託しておる事業

です。内容は、高齢者のニーズに沿った日常生活の支援により、自立した在宅生活

の継続を図ったものであります。決算額は１４４万２，０００円となっております。 

    ⑧、通所型介護予防事業はつらつデイサービス、これは社会的孤立感の解消、自

立生活の助長及び介護予防を図ることを目的に、６５歳以上の高齢者を対象として

実施し、介護予防対策に効果があったものであります。決算額が１，２７１万３，

０００円となっております。 

    次のページ、７ページになりますけれども、⑨、介護予防プラン作成委託料、こ

れは要支援と認定された高齢者に対して、より自立した生活の実現を目指して、介

護予防プランを作成、評価を行ったものです。決算額は１２１万８，０００円とな

っております。 

    ⑩の総合相談支援事業、これは総合相談支援業務、継続的ケアマネジメント支援

事業等の充実を図り、高齢者が安心して生活できる体制強化を図ったものです。決

算額は２１６万６，０００円。 

    ⑪、食の自立支援事業委託料、これは高齢者の見守りと食の保障を目的にした事

業を行い、自立した生活の支援を図ったものです。決算額は２８６万９，０００円。 

    ⑫、二戸地区広域行政事務組合負担金、介護保険事業分となります。これは１億

７，６５２万２，０００円、二戸広域管内の介護事業の円滑な運営に努めたもので

す。 

    ⑬、いきいきシルバー活動総合支援事業費補助事業、これは高齢者の生きがいづ

くりを促進するため、生きがい就労活動、相互支援活動、能力活用活動と安全対策

活動に対して助成したものです。決算額は１７８万４，０００円となっております。 

    次に、障がい者福祉事業について、決算書は９４ページからになっております。 

    ①、障がい者食の自立支援事業委託料、障がい者の見守りと食の保障を目的とし

た事業を行い、自立した生活の支援を行ったものです。決算額は１３万５，０００
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円。 

    ②、福祉タクシー事業、重度心身障がい者、身体障がい者手帳１級、２級、療育

手帳Ａ、または８０歳以上独居老人に対してタクシー料金の基本料額を助成し、社

会参加の促進と福祉の向上に努め…… 

             〔「書かさっている項目だけ……」と言う者あり〕 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 決算額が１３２万３，０００円となっております。 

    ③、補装具給付事業、決算額が２９２万２，０００円、④、障がい者自立支援給

付事業、決算額が２億４，６２２万６，０００円となっております。 

    ８ページになりますけれども、⑤、地域生活支援事業、これはアからオまであり

まして、トータルで１，０３４万６，０００円となっております。１つ目が基幹相

談支援センター等機能強化事業、これが１８６万３，０００円、イ、日常生活用具

給付事業、これが１８４万９，０００円、ウ、日中一時支援事業、これが３万４，

０００円、エ、社会参加支援事業、これが３０万円、オ、地域活動支援センター運

営事業費補助金、これが６３０万円となっております。 

    次に、（４）、障がい者自立支援医療給付事業、これは事業費が１，６９０万４，

０００円となっております。（５）、臨時福祉給付金支給事業３，３７８万５，０

００円。 

    ９ページ、児童福祉事業、②、児童手当、これが１億２，０３４万円、③、障が

い児入所給付事業、決算額が８９４万１，０００円。 

    （２）、母子福祉事業、寡婦等医療費給付事業３７万４，０００円。（３）、地

域子育て支援ひろば運営費１６５万９，０００円。（４）、晴山保育園整備事業費

３億４００４万７，０００円。（５）、放課後児童クラブ運営費、決算額が５５３

万８，０００円。（６）、子育て世帯臨時特例給付金支給事業、決算額が９２６万

８，０００円となっております。 

    以上、福祉事業について説明いたしました。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午後 ２時５１分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時５２分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    決算書に基づいて順次伺っていきます。３款民生費の１項社会福祉費。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） ８８ページの民生児童委員協議会先進地視察研修費補助金１５万

円というのがあるわけですけれども、多分民生児童福祉の人たちというのは町から

だと社会福祉委員の報酬ということで、報酬は幾らか出させていただいているとい
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う、民生児童委員協議会というふうなのに財源というのはあるのでしょうか。協議

会運営そのものに。 

〇委員長（細谷地多門君） 川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 協議会そのものには予算はありません。社会福祉協議

会が事務局になっておりまして、そちらのほうで事務等運営しております。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） いや、視察研修に行ってもらうということだと思うのだけれども、

一般的に我々議員もそうなのですけれども、そういうふうな視察研修に行くには、

大体は普通は一人ずつの費用弁償で旅行するというふうなのが一般的だと思うので

すけれども、あなた方にこの分上げるから、あと足りない分はあなた方が払って行

ってきなさいということのように感じられるわけですけれども、そういうことでし

ょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） 中身について。 

    川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 済みません、中身については調べてから後で報告した

いと思います。申しわけありません。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） というのは、なぜ協議会に財源があるかというふうなのを聞いた

かというと、協議会で何かやっていて、年間の何か活動をしている中で、収支で幾

らかあって金があるのだよと、そういうのがたまっているから、ではそれに足して

視察研修に行きましょうと。そうすれば、視察研修という意味合いとして果たして

どうなのかなという、ただ旅行に行ってくるような雰囲気に感じられるのですけれ

ども。視察研修だったらある程度委嘱している……これは国のほうで委嘱していま

すっけか。でも、ただ町では社会福祉委員として委嘱していると、社会福祉委員と

しての研修が必要だから行くというのであれば、町で費用弁償としてやるのがほか

とのバランスを考えた場合にいいのではないのかなというふうに私は思うのですけ

れども、その点いかがなのでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午後 ２時５５分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時５７分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    そのほかありませんか。 

    古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 福祉灯油給付事業なのですけれども、前にも出たのですけれ
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ども、平成２６年度、申請主義になっていると思いますけれども、当局、担当者の

ほうでは一定の想定される対象者はわかると思うのですが、その関係で支給の利用

率みたいな形はどの程度になっているのか。 

〇委員長（細谷地多門君） 川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 利用率についてはちょっと出しておりません。申請件

数及び対象外、対象件数ということでは出しておりますけれども、申請できる方で

申請が漏れたということの部分については現在私把握しておりませんので、後で報

告したいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） もちろん申請主義だと思うのであれなのですけれども、なる

べく情報が、もらえる権利がある人で、特に対象者というのは生活困窮の世帯であ

りますから、要らないという人はほとんどいないと思うのですけれども、ただ申請

の仕方とか対象者になっていてもわからないとかという形もあると思うので、その

辺のことが、率みたいなものが、何％の人というのがわかれば、差があったらどう

対応できるか、ＰＲも含めて、後でいいですから報告してください。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 関連ですけれども、いま古舘委員から利用率ということであれば、

利用している人は何人いたかというのが把握できていなければわからないわけです

けれども、それを調べるためには、どのような形で、対象になる、今それこそ申請

しなければもらえないということですので、申請しない方、わからない方とか、ひ

とり暮らしでも多少認知症になりかけている人もいたりすれば、そういったのを把

握するためにはやっぱり民生委員の方とか、そういうような方が調べるのかな。 

〇委員長（細谷地多門君） 川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 当然民生委員の方にもこういう制度がありますという

ことでお願いはしております。しかしながら、全てが把握できるかどうかというの

はわからないので、どういう宣伝の仕方をしていけば皆さんに漏れなく支給になる

のかというのは、これから検討してまいりたいと。 

〇委員長（細谷地多門君） 茶屋委員。 

〇７番（茶屋 隆君） 確かに今課長が答えたとおりだと私も思いますが、私自身も今回

親戚の方でいろいろ手続をしている段階で、そういった自分では申請できない、ま

たちょっと認知症になりかけていて、私もかわってやってあげればいいのですけれ

ども、なかなか忙しくてできないような状況で、この前も課長に相談したりもしま

したけれども、やっぱりこれからの課題としてそういうようなこと、そういうふう

な人が何人かいるのではないかなと思いますので、その辺まず、今度私も相談に行

きますけれども、対応していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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〇委員長（細谷地多門君） 答弁、川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 今茶屋委員がおっしゃったとおり、うちのほうもいろ

んな形の、在宅の関係でこちらのほうから支援員が出向いているとか、そういう部

分についてはある程度申請できていると思うのですけれども、そうではない方であ

る場合、どういう形をとれば皆さんに行き渡るのか、今後検討してまいりたいと思

います。よろしくお願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） 項ごとで進めていることでいいのですよね。 

〇委員長（細谷地多門君） 項ごとです。 

〇２番（中村正志君） では、社会福祉費の項ということで。敬老会が今度開催されると

思いますけれども、対象者の人数は書いてありますけれども、昨年度何人出席いた

だいたものなのか、まず。 

    あわせて、どちらかというと８０歳以上、対象者がこれでも１，４７６人と、全

員来ればとても入り切れるような施設ではないとは思うのですけれども、これから

どんどんふえていくということだと思うのですけれども、ただほかの町村等から聞

くと、逆にもっと年齢を下げて、もっと地区で分けて、もっときめ細かく参加させ

ていただいて、食事会も兼ねながらにぎやかにやって、喜んで帰っているという話

をほかの町村等から聞いたりしているのですけれども、どちらかというと軽米町は

８０歳以上で１カ所でぽんとやって、はい終わりですよと、何か形式的な形だけで

終わって、果たしてどれだけの参加者が喜んで帰っていっているのかなというふう

なことをちょっと感じたりしているのですけれども、なかなか８０歳以上になれば

家から出るという、そのためにふれあい共食事業もやっているとは思うのですけれ

ども、そういう機会がなかなかないということであれば、年に１回か２回、そうい

うふうにもう少し集まれる機会があれば喜んで参加するという人もあるのではない

かなというふうなことも感じるわけですけれども、その辺のところで敬老会の実施

について毎年やっていますから、ただ去年こうやったからことしもこうだというふ

うな考え方で果たしていいのかなということで、その辺のところを検証しながら進

めてきているのかを含めて、ちょっと敬老会についてお話しいただければなと思い

ます。 

〇委員長（細谷地多門君） 川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 確かに九戸村等は数カ所でやっているようです。それ

は聞いておりましたけれども、なかなか今までやってきた流れと、あと会場を分散

した場合の事務の部分とか、いろんな面で今後検討して、どういうふうにするか検

討してまいりたいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 
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〇２番（中村正志君） 施設に関しては、確かにないと思うのですけれども、ただ今逆に

中学校が１校になったということで、晴山中学校、小軽米中学校、笹渡小中学校も

平日もあいている体育館もないわけではないと。その辺のところの活用も兼ねなが

ら、逆に敬老の日でなくても別にいいのではないかなというふうなことも考えれば、

幅広く考えられるのではないかなというふうに思うわけですけれども、その辺も含

めて検討するということでよろしいのですけれども、検討していただければなと。

それでも、なおかついまのやり方がいいのだといえばそれでいいと思いますけれど

も、要望を兼ねて終わりにします。 

〇委員長（細谷地多門君） 答弁はいいですか。 

〇２番（中村正志君） いいです。 

〇委員長（細谷地多門君） そのほかはありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） なければ、２項児童福祉費。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） すこやかベビー祝金があるわけですけれども、金額も当初よりは

逆に下がってきたのではないかなというふうな気もしたりして、逆に今総合戦略で

人口減対策というふうなことで、子供が生まれれば一番の人口増につながるという

ことを考えた場合に、これも大きな事業の一つだなと思いますけれども、第２子か

らあるのですけれども、第１子からでも、極端な言い方すればそれぐらいの思い切

った施策を講じる必要もあるのかなというふうなことを感じたりしておりますけれ

ども、その辺のところを含めて考えていく余地があるのかな、町長からお伺いでき

ればと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 今の質問に対して、町長から答弁。 

〇町長（山本賢一君） この部分に関しましては、他市町村では大変思い切った施策を展

開しておる市町村もあるやには聞いております。ここら辺は今後財政的な部分、そ

れから保育料、医療費、それから給食費等の充実をもう少し進めたいというふうに

思っておりますので、それらを含めまして、トータルで検討してまいりたいと思っ

ております。 

〇委員長（細谷地多門君） よろしいですか。 

〇２番（中村正志君） はい。 

〇委員長（細谷地多門君） ２項、古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 地域子育て支援ひろば運営費、ピヨピヨ広場の関係でお聞き

したいと思います。ピヨピヨ広場、青少年ホームと併用しているというか、例えば

今でも宿泊者の利用もあったりとかと聞きますけれども、それから施設そのものの

老朽化の問題で改善は多少はしたことがあると思いますけれども、ずっとこれを永
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続して、ピヨピヨ広場を運営していくためには、やっぱり施設の充実とか、独自の、

青少年ホームを借りてではなくて、そういうことが必要になってくると思いますけ

れども、平成２６年度も事業をしていろんな実質的に困ったこととか、利用者から

の要望とかというのは出ているのかどうか、それから施設の改善の計画があるのか

どうかお聞きしたいと。 

〇委員長（細谷地多門君） 川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 改善の計画は今のところありません。ただ、予備的に

はやはり使っているホール、泊まりがあれば片づけなければならない、また雨漏り

がするところもあるということで、今後検討はしていかなければならないと思いま

す。確かにピヨピヨ広場というのは人づてに広がって、他市町村からも結構集まっ

て、いろんな交流ができているみたいなので、今後も続けてまいりたいと思ってお

ります。 

    以上です。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） そういう意味では、子育て支援の関係でもいろんな役割を果

たしているところだと思います。今私もよくわからなかったのですけれども、町外

の人たちも交流する場にもなっているということ、雨漏りとか、また宿泊もあって、

そのときは困るとかという声は聞こえています。そういう意味で、そういう施設の

重要性が前からも言われてきたのですけれども、財政のほうの関係とか町長の方針

も含めて、これからピヨピヨ広場というか、この事業を施設的にも改善して続けて

いくような方向というのが担当課の中ではなかなか打ち出せない部分もあるかもし

れませんけれども、財政当局とか町長の子育て日本一の観点からもお考えをお聞き

したいと思います。 

〇委員長（細谷地多門君） 休憩します。 

               午後 ３時１１分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ３時１２分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 

    教育次長。 

〇教育次長（佐々木 久君） 済みません、青少年ホームは教育委員会で管轄しておりま

すので、今回の補正予算におきましてストーブがちょっと老朽化しているというこ

とで、ＦＦストーブを１台、あとはエアコンの設置の予算を要求しております。あ

と、ピヨピヨ広場で使いたいということでノートパソコンとプリンターと、予算要

求しておりますので、よろしくお願いしたいと思っております。 

    私から以上でございます。 
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〇委員長（細谷地多門君） では、町長から。 

〇町長（山本賢一君） まず、短期的な今の状況でございますけれども、今後といたしま

しては児童クラブも含めて交流施設等も計画しておりますので、そういった中にこ

ういう施設を組み入れないかどうか等も検討しながら充実してまいりたいというふ

うに思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（細谷地多門君） 古舘委員。 

〇１２番（古舘機智男君） 今の青少年ホームの補正予算の関係、まだ見ていませんでし

たけれども、ある意味では今町長が言ったように応急的な対応だと思うので、果た

している役割というのがそういう意味でも町長も評価、重視していきたいというよ

うに受けとめます。ただ、元屋町に予定している多目的広場というか、あの関係と

関連させながら検討していくということなのですが、あの中にはいろんな要望とか、

まだまだ定まっていない部分があると思うのですけれども、あときちんと位置づけ

を明確にしながら、今児童クラブの問題ももちろんありますけれども、今以上によ

くしていくという方向の町長の答弁だということで受けとめていきたいと思います

けれども、よろしいでしょうか。 

〇委員長（細谷地多門君） では、町長。 

〇町長（山本賢一君） そういうことでとっていただいて結構だと。 

〇委員長（細谷地多門君） ２項児童福祉費、ありますか。 

    中村委員。 

〇２番（中村正志君） 決算書１００ページの児童福祉施設費の賃金の部分に関係して、

保育園臨時保育士等賃金と子育て推進員賃金、あと地域子育て支援ひろば臨時職員

賃金とあるわけですけれども、これは何かの事業によって違う……ほとんどが臨時

の保育士の職員だと思うのですけれども、そういうふうなことでの区分けをされて

いるのか。また、臨時職員等は各保育園に何人ぐらいずついて運営されているのか。

また、臨時職員の方の賃金単価というのは、今回私資料要求にも出していましたけ

れども、ちょっとここは特に保育士の方々という資格を持った臨時職員の方々が経

験年数等もさまざまだと思うのですけれども、その辺の中で単価等に違いがあるの

かというふうなのをちょっとお聞きしたいと思っていましたけれども、よろしくお

願いします。 

〇委員長（細谷地多門君） ちょっと休憩します。 

               午後 ３時１５分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ３時１６分 再開 

〇委員長（細谷地多門君） 再開します。 
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    川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） ここを分けているのは、保育園臨時保育士等賃金につ

いては保育園等で保育士とかお願いしている方の賃金になります。単価については

軽米町の保育士等の基準がありまして、それに従ってそれぞれ経験年数とかによっ

て違いが出てきます。あと、子育て推進員賃金、これは緊急雇用事業を活用いたし

ましてお願いしている臨時の方でございます。あと、地域子育て支援ひろば臨時職

員賃金、これは日々雇用でございます。単価については年齢等によって多少違いが

出てきております。あと、保育園の臨時職員の数については、後で調べて報告させ

ていただきたいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（細谷地多門君） 中村委員。 

〇２番（中村正志君） ちょっと確認。臨時というのは普通日々雇用でないのですか。日

給月給ですよね。ここでわざわざ日々雇用といったのは、１カ月更新という考え方

ですか。臨時というのは、大体１日単価何ぼで、１カ月のうちで２０日働けば２０

日分払うのだよというふうなのが臨時ですよね。嘱託はまた別個で月給制だと思う

のですけれども、だから臨時だと同じことをわざわざ分けて、日々雇用としゃべら

れたから、ちょっとここは形態が違うのかなとちょっと。 

〇委員長（細谷地多門君） 川原木課長。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 大変失礼しました。特に理由はございません。私の話

し方のふなれなところで出たものでございます。申しわけございません。 

〇２番（中村正志君） 臨時職員で、ただ事業名が違うということか。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） そうですね、雇用している場所等違うということで。 

〇２番（中村正志君） 場所が違うの。子育て推進員は緊急雇用と言いましたよね。それ

はそれで、地域子育て支援ひろばのこれは。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） 体育館の児童クラブの…… 

〇２番（中村正志君） 児童クラブの方の賃金ということ。 

〇健康福祉課長（川原木純二君） はい。 

〇２番（中村正志君） はい、わかりました。 

〇委員長（細谷地多門君） いいですか。 

〇２番（中村正志君） はい。 

〇委員長（細谷地多門君） ２項終わっていいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ３項災害救助費。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） ３款民生費。 
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             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（細谷地多門君） 本日はここまでにしますか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告 

〇委員長（細谷地多門君） 本日はここまでで終了したいと思います。明日午前１０時か

ら、４款衛生費から始めたいと思います。 

    これで本日は散会したいと思います。 

（午後 ３時２０分） 


